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 それぞれの歴史と伝統を心に刻み

東祖谷小学校開校
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今月の主な内容

新たな歴史の一歩を踏み出した東祖谷小学校開校式（関連記事2Pに掲載）

始めよう  市民主役の  まちづくり
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東
祖
谷
小
学
校
が
開
校

　

名
頃
・
栃
之
瀬
・
落
合
・
菅

生
・
和
田
の
5
つ
の
小
学
校
が
統

合
し
、
24
年
度
か
ら
新
た
な
歴
史

の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
東
祖
谷
小

学
校
の
開
校
式
が
4
月
9
日
、
完

成
し
た
校
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
除
く
児
童
39
人
と
教

職
員
な
ど
が
出
席
し
行
わ
れ
た
式

典
で
は
、
岡
本
教
育
委
員
長
が
開

校
を
宣
言
し
た
後
、俵
市
長
が「
地

域
の
資
源
で
あ
る
木
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
て
完
成
し
た
東
祖
谷
小

学
校
で
す
。
先
人
の
苦
労
や
知
恵

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
、
こ
の
素

晴
ら
し
い
校
舎
で
勉
強
に
ス
ポ
ー

ツ
に
大
い
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
児
童
を
代
表
し
て
西

岡
諒
君
（
6
年
）
が
「
木
の
香
り

が
漂
う
新
し
い
校
舎
、
新
し
い
友

達
と
み
ん
な
で
東
祖
谷
小
学
校
の

伝
統
を
創
り
上
げ
ま
す
」
と
力
強

く
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
向
井

校
長
か
ら
は
「
中
学
生
と
の
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
教
職
員
一
同
全

力
を
挙
げ
て
新
た
な
歴
史
を
築
い

て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
応
募
総
数
55
点
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
岩
野
敬
太
さ
ん
作

の
校
章
が
お
披
露
目
さ
れ
た
後
、

児
童
た
ち
が
新
し
い
校
歌
を
斉
唱

し
、
出
席
者
全
員
で
開
校
を
喜
び

合
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
心
に
刻
み

　

統
合
し
た
５
つ
の
学
校
の
数
を

名
産
で
あ
る
ソ
バ
の
花
で
表
し
、

ま
わ
り
の
３
本
の
ラ
イ
ン
は
、
三

好
を
表
す
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
が
成
長
し
、
羽
ば
た
こ
う
と
す

る
様
子
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。　

作
者  

岩
野
敬
太

（
穴
吹
デ
ザ
イ
ン
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ

ジ　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

正
し
く　

な
か
よ
く

た
く
ま
し
く

東
祖
谷
小
学
校
校
歌

作
詞  

石
井
昭
吉
（
愛
知
県
）

作
曲  

真
鍋
順
紀
（
三
好
市
）

剣　

三
嶺
の　

峰
々
の

緑
に
映
え
る　

学
び
舎
よ

み
ん
な
な
か
よ
く
手
を
つ
な
ぎ

明
る
く
楽
し
く
は
つ
ら
つ
と

夢
を
育
む　

東
祖
谷
小
学
校

水
面
き
ら
め
く　

祖
谷
川
の

流
れ
は
尽
き
ぬ　

豊
か
さ
よ

み
ん
な
元
気
に
挑
戦
し

や
さ
し
く
正
し
く
し
な
や
か
に

心　

鍛
え
る　

東
祖
谷
小
学
校

歴
史
き
ら
め
く　

ふ
る
さ
と
の

温
も
り
誘
う　

木
の
香
り

み
ん
な
進
ん
で
学
び
合
い

賢
く
豊
か
に
た
く
ま
し
く

明
日
へ
は
ば
た
く

東
祖
谷
小
学
校

校
歌

校
章

校
訓

東祖谷小・中学校の施設概要

　三好市教育委員会は、東祖谷中学
校敷地内に事業費 9 億 3543 万 8
千円をかけ、小・中学校の校舎を整
備しました。
　校舎は木造２階一部鉄骨４階建で、
延床面積は 3221 平方メートル。　   
　東祖谷落合地域は、国の「重要伝
統的建造物群保存地区」に選定されて
おり、東祖谷の風土や景観に融合した
施設とするため、地元の資源を最大限
活用した木造校舎となっています。
　校内は教室や廊下の壁、床など内
装材や外壁にも杉板を使用するなど
地元材をふんだんに使用した温かみ
のある施設となっており、教室は冷
暖房が完備されています。また、小・
中一体型の校舎であるため、理科室
やパソコン室などの特別教室や職員
室、保健室等も小・中共用となって
います。
　現在工事中の体育館は 12 月に完
成予定で、木造平屋建、延床面積は
846 平方メートル、事業費 3 億 3384
万 7 千円、バスケットボールコート 1
面が使用可能なアリーナやステージな
どを備えた施設となっています。

　

校
歌
の
歌
詞
は
、
応
募
総
数
27

点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
石
井
昭
吉

さ
ん
に
よ
る
も
の
で
、
作
曲
は
三

好
市
池
田
町
の
真
鍋
順
紀
さ
ん
に

手
掛
け
て
頂
き
ま
し
た
。

　

４
月
10
日
に
は
、
新
入
生
6
人

を
迎
え
て
入
学
式
が
行
わ
れ
、
全

校
生
徒
45
人
が
新
し
い
学
校
で
の

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
　



〜 三好市制施行後第１号名誉市民に船
ふ な い

井哲
てつろう

良さん 〜

三好市名誉市民称号贈呈式典

主催　三好市　　　お問い合わせ先　三好市企画調整課文化交流推進室（電話 72-7633）

船井哲良さんプロフィール
昭和 2 年 1 月 24 日兵庫県神戸市に生まれ、昭和 20 年 3 月神戸大空襲の後、
ご親類を頼って、当時三好郡三野町芝生に疎開、代用教員として「佐馬地
村佐馬地青年学校」に勤務。その後、大阪で昭和 26 年に「船井ミシン商会」、
昭和 36 年に「船井電機株式会社」を創立。
現在、大阪市在住 ( 本籍：三好市三野町 )　
船井電機株式会社　取締役執行役員会長

ご功績　
○日本有数の電気機器メーカー船井電機株式会社の創業者として、現在は取締役執行役員会長としてご活
躍されています。平成 12 年には、「財団法人船井奨学会」を設立し大学生、高校生に奨学金を給付。13 年
には、「財団法人船井情報科学振興財団」を設立、褒章事業や留学生への支援を通じて日本の科学技術の向
上発展に寄与されています。さらに 19 年には “我が国の学術研究の発展や今後期待される日本の産業の競
争力強化に貢献したい” と京都大学に船井哲良記念講堂および船井交流センターを寄贈されました。
○三好市に対する地域振興の想いから、平成 20 年度から 23 年度まで多額のふるさと納税をいただき、毎
年連続して紺綬褒章を受章されています。また、同社池田工場跡地について広く利用する事にご協力いた
だいています。

三好市では、本市に特別縁故の深い方で、社会の進展、学術文化の興隆に貢献し、
その事績特に顕著なものに対しその栄誉をたたえ、功績を顕彰することを目的に名
誉市民の称号を贈ることとしています。

　　　日時：平成 24 年 5 月 26 日（土）13 時～ 16 時
　　　会場：三好市池田総合体育館 サブアリーナ

・三好市名誉市民称号贈呈式
第一部

にし阿波を代表するいけだ阿波
踊り観光連が、優美かつ豪放活
発な踊りをお届けします。

アトラクション

・いけだ阿波踊り観光連

第二部

・船井哲良さん　記念講演
「40歳で5つの会社の社長になる」～すべては「夢と志」から始まった～

　（仮題）　

192
32

三好市役所

池田高校

三
好
市

池
田
総
合
体
育
館

阿波池田駅

三好病院

コン
ビニ

池田ダム

吉
　
野
　
川

至徳島

至高松

井川・池田 IC

徳島自動
車道

JR土讃線

会場案内図

支
給
月
額

【
所
得
制
限
限
度
額
内
の
方
】

● 

０
歳
～
３
歳
未
満
の
児
童　

　

 　

１
人
に
つ
き
月
額　

1
万
5
千
円

● 

３
歳
以
上
～
小
学
校
6
年
生
ま
で
の
児
童
で
第
１
子
、
第
２
子

　

 　

１
人
に
つ
き
月
額　

1
万
円　

● 

３
歳
以
上
～
小
学
校
6
年
生
ま
で
の
児
童
で
第
3
子
以
降

　

 　

1
人
に
つ
き
月
額　

1
万
5
千
円

● 

中
学
生

　

 　
１
人
に
つ
き
月
額　

1
万
円

※
第
1
子
、
第
2
子
、
第
3
子
の
数
え
方
は
、
18
歳
到
達
後
の
最
初
の
3

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
の
出
生
順
で
す
。

【
所
得
制
限
限
度
額
を
超
過
す
る
方
】

● 

１
人
に
つ
き
月
額　
5
千
円

※
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
６
月
分
以
降
導
入
さ
れ
る

予
定
で
す
。

支
払
時
期
・
支
給
方
法

　

毎
年
度
6
月
（
2
月
～
5
月
分
）、
10
月
（
6
月
～
9
月
分
）、
2
月

（
10
月
～
1
月
分
）
の
10
日
（
そ
の
日
が
金
融
機
関
の
休
業
日
の
場
合
は
翌

営
業
日
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
新
た
に
申
請
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
6
月
に
「
現
況
届
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
期
限
内
に
提
出
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
な

ど
を
引
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
6
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
福
祉
事
務
所 

子
育
て
支
援
課

　

☎
７
２-

７
６
４
８

　医療法人三野田中病院が平成 23 年度「はた
らく母子家庭応援企業表彰」を受賞されました。
この賞は、母子家庭の母の就業を積極的に支援
している企業が対象とされており、平成 23 年度
は全国で 13 社が表彰されております。
　三野田中病院は、母子家庭の母の夜勤の免除、
子どもの送迎時間帯の勤務を外すなどの柔軟な
勤務体制、母子家庭の母の積極的な採用などの
取り組みが評価されました。

三野田中病院からのメッセージ
働くお母さんを応援しています。21世紀は女性
の時代です。元気なお母さんのパワーを子ども
たちも当院も、そして社会も必要としています。
これからもいっしょにがんばっていきましょう。

「はたらく母子家庭応援企業表彰」
厚生労働省 雇用均等・児童家庭局長賞を受賞

　

4月より「子ども手当」から「児童手当」に変わりました

・カラー A5 版 冊子（155 頁）
・無料配布（主に未就学児童が
いる家庭を対象とした内容に
なっています）

【配布について】保育施設などに
子どもを預けている家庭には、保
育所・幼稚園などを通じて順次配
布しています。家庭で子どもを保
育している方や、この他に受け取

りを希望される方は、下記までお問い合わせください。

お問い合わせ先
 ・三好市福祉事務所 子育て支援課（☎ 72-7648）
 ・西部総合県民局 保健福祉環境部（☎ 76-0413）

平成 24 年保存版  にし阿波子育て支援マップ

　をご活用ください

「そらっこ」は、子育てに心強い味方です !
にし阿波地域での子育てが、楽しく充実したものに
なるように、子育てに役立つ情報を掲載しています。
例えば…お得なサービスが受けられる店舗や施設▶
遊び場▶各種相談や制度利用ができる施設▶小児科
などがある医療機関　など

2012.5　��　市報 みよし



 森林の土地を取得したとき届出が必要です
■ 新しい制度が４月から始まりました。
　個人か法人かによらず、売買契約のほか、相続、贈与、法人の合併などに
より、森林の土地を新たに取得した場合に、事後の届出として森林の土地の
所有者届出が必要です。
　面積の基準はありませんので、面積が小さくても届出の対象となります。
　ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契約の届出を提出した場合には、
森林の土地の所有者届出は不要です。
　届出は、所有者となった日から 90 日以内に、取得した土地がある市町村の
長に行います。

ご存知ですか？森林の伐採には届出が必要です
　森林所有者となった方は、立木の伐採をしようとする場合は、伐採を始める 90 日から 30 日前までに「伐
採および伐採後の造林の届出書」の提出が必要です。

 林業技術研修 参加者募集します
　これからの山づくりは木材利用を中心とした森林整備となり、森林環境保全直接支援事業が本格実施され
ます。その取り組みの中の森林整備に携わる人材育成として、徳島県林業研究所が実施する研修会の参加者
を募集します。（研修場所は森林林業研修所、ただし刈払機作業安全衛生教育・伐木など特別教育は除く）　
　各研修開始の 1 か月前までに、三好市林業振興課へご連絡ください。

秋
の
行
政
相
談
週
間
相
談
所
を
開
設

　市内には、人口減少と高齢化の進行により、地域におけるコミュ
ニティ機能の維持が困難な自治会や集落が増加しつつあります。三
好市では、これらの課題を克服し、住みよい集落環境づくりに向
けて、それぞれの地域で行われる取組みを支援するため「三好市
集落支援包括事業」を実施しています。今年度からは、有害鳥獣
対策の緩衝地帯整備事業において、対象地域を拡大したほか、「三
好市道路の維持管理」事業を新たに追加して実施しています。

※有害鳥獣対策の侵入防護柵については、１戸からでも補助の対象となりますが、各個人で補助申請を行うのでは
　なく、自治会（集落）単位で申請を行ってください。
※詳しくは、担当課及び総合支所窓口にて配布しているパンフレットをご覧ください。

お問い合わせ先　企画調整課（電話 72-7607）または担当課

補助事業名 補助対象経費 補助対象事業者 補助率など 担当課

食料品や日
用品などを
提供するた
めに行う事
業

市内の買い物が困難な地域において、
日常生活物資の移動販売や配達を行う
事業者の移動販売・配達車にかかる車
検費用（車両整備費は除く）

移動販売・配達事業
者で、地域の見守り活
動を行える方

法定費用および
車 検 代 行 料 の
全額

企画調整課
☎72-7607

市内の買い物が困難な地域において、日
常生活物資の移動販売を行う事業者また
は新たに移動販売を行おうとする事業者
の移動販売車両の購入にかかる経費

三好市内の移動販売
事業者で、移動販売
および地域の見守り
活動を５年以上継続し
て行える方

車両本体価格の
1/3（ 上 限 100
万円）

生活用水の
確保

シルバー人材センターに依頼し、水源
地の清掃、確認作業および簡易な修繕
に要した経費（材料費は除く）

市の給水区域外の個
人および団体

1/2
（1 回 に つ き
5,000 円、1 世
帯につき年間 4
回まで）

水道課
☎72-7626

有害鳥獣対策

【鳥獣害防止緩衝地帯整備事業】
集落内にある耕作放棄地に対し、緩衝
地帯を維持整備するための伐採・草刈
りなどに要する経費

自治会など
10a当り
年間3,000円
（上限100,000円） 農業振興課

☎72-7617
【侵入防護柵整備事業】
農作物などを防護するための侵入防護
柵などの設置に要する経費

自治会など 4/10以内

道路などの
維持管理に
関する事業

【三好市小規模道路（私道）整備事業】
公道から住家までの私道などの開設・
改良・舗装に要する経費

個人
1/2 以内
（工事内容により
上限あり）

工務課
☎72-7623

【三好市道路の維持管理事業】
三好市内の市道・農林道において実施
する道路除草作業に要する経費

自治会、各種団体など
1mあたり10円
（同一路線は年 1
回まで）

管理課
☎72-7681

自治会など
が設置・管
理する集会
所などの修
繕・新築

修繕に要する経費（付帯設備の修繕や
軽微な工事などは除く）

集会施設を管理する
自治会など

2/3 以内
（上限200万円）

管財課
☎72-7635

新築に要する経費
集会施設を管理する
自治会など

1/2 以内
（上限500万円）

①
生
活
支
援
事
業

②
集
落
維
持
活
性

　

化
推
進
事
業

三好市の 集落支援包括事業

研修区分 研修手数料 日程 摘要

林内作業車集材作業安全教育 2,000 円 6 月 22 日 林内作業車の運転および集材業務（道路
上を走行させる運転を除く）

第１回機械集材装置運転特別教育 3,000 円 7 月 5 日 ～ 6 日 機械集材装置（集材機）および運材索道
の運転業務

車両系建設機械（整地・運搬・積込み用
および掘削用）運転技能講習 13,000 円 9 月 6 日 ～ 7 日

9 月 11 日 ～ 14 日

機体重量が３ｔ以上の建設機械（パワー
ショベル ､トラクターショベルなど）の不
特定な場所での運転業務（道路上を走行
させる運転を除く）

フォークリフト運転技能講習 8,000 円 9 月 27 ～ 28 日 
10 月２日 ～ 5 日

積荷の最大荷重が１ｔ以上のフォークリフトの
運転業務（道路上を走行させる運転を除く）

玉掛け技能講習　 9,000 円 10 月 16 日 ～ 19 日
制限荷重１ｔ以上の揚荷装置または吊り上
げ荷重が１ｔ以上のクレーン、移動式クレー
ンもしくはデリックの玉掛の業務

第 2 回機械集材装置運転特別教育 3,000 円 11 月 1 日 ～ 2 日 機械集材装置（集材機）および運材索道
の運転業務

小型移動式クレーン運転技能講習 5,000 円 11 月 7 日 ～ 9 日
吊り上げ荷重が 1 ｔ以上 5 ｔ未満の移動
式クレーンの運転業務（道路上を走行す
る運転を除く）

はい作業主任者技能講習　　 2,000 円 平成 25 年 1 月 24 日 
～ 25 日

高さ 2 ｍ以上のはいのはい付けまたはは
いくずしの作業の現場には ､ はい作業主任
者を置かなければならない（荷役機械の運
転ものにのみによって行うものを除く）

刈払機作業安全衛生教育 要問合せ 平成２４年７月上旬 刈払機を用いて行う下草刈りおよび雑木
除伐の業務

伐木など特別教育 要問合せ 8 月上旬（徳島市）
8 月下旬（美馬市）

チェンソーを用いて行う伐木、かかり木
の処理、造材、手鋸による大径木の処理
などの業務

お問い合わせ先　林業振興課（電話 72-7618）
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れ
た
佐
藤
初
女
先
生
を
招
き
、
講
演

会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
は
、
ソ
ー
ラ
ー

ク
ッ
カ
ー
や
小
水
力
発
電
の
可
能
性

を
模
索
中
。

　

や
っ
て
み
て
見
つ
け
た
「
壁
」
に

は
謙
虚
に
反
省
、
や
っ
て
み
て
見
つ

け
た
可
能
性
に
は
も
っ
と
工
夫
を
！

「
や
っ
て
み
な
く
ち
ゃ
わ
か
ら
な
い
」

今
回
の
活
動
報
告
で
し
た
。

　

協
力
隊
就
任
後
、
初
の
三
好
市
の

春
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
着
々
と
、

夏
に
向
け
て
暖
か
く
な
り
春
の
心
地

良
い
気
候
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

　

さ
て
私
自
身
の
協
力
隊
の
活
動
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
３
月
に
行
わ
れ

た
馬
路
さ
く
ら
祭
り
の
実
行
委
員
会

に
入
り
、
司
会
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
馬
路
の
方
々
は
、
お
祭
り
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
、
去
年
に
は
な

か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
沢
山
企
画
さ

れ
、
そ
の
会
議
を
夜
遅
く
ま
で
ず
っ

と
行
わ
れ
て
お
り
、「
馬
路
さ
く
ら

祭
り
」
に
対
す
る
思
い
や
、
馬
路
を

盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
皆

様
で
共
有
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い

地
区
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
ま
で
は

お
祭
り
を
外
か
ら
し
か
楽
し
ん
だ
こ

と
し
か
な
く
て
、
今
回
初
め
て
内
部

に
入
る
事
で
そ
の
地
区
の
方
と
の
交

流
や
、
会
話
を
通
し
て
本
当
に
素
晴

ら
し
い
お
祭
り
に
参
加
で
き
た
と
実

感
し
て
お
り
ま
す
。
私
の
司
会
は
と

て
も
お
粗
末
な
も
の
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
馬
路
の
方
の
フ
ォ

ロ
ー
や
優
し
さ
で
お
祭
り
は
大
盛
況

を
収
め
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
設
営
・
企
画
・
運
営
・
事

務
な
ど
様
々
な
苦
労
が
あ
り
、
そ
の

苦
労
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
思
い
入
れ
や
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
私
の
協
力
隊
の
活

動
の
メ
イ
ン
で
あ
る
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
も
一
つ
一
つ
大
事
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
し
、
今
後
と
も

馬
路
さ
く
ら
ま
つ
り
の
よ
う
に
繋
が

れ
た
人
た
ち
と
の
関
係
性
を
大
事
に

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

連
載　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

⑩

馬
路
さ
く
ら
ま
つ
り

籔
下 

敬
太

や
っ
て
み
な
く
ち
ゃ
分
か
ら
な
い

　

山
に
咲
く
桜
や
新
緑
の
美
し
さ

を
、
三
好
に
暮
ら
す
ま
で
知
ら
ず
に

い
た
こ
と
を
、
大
変
残
念
に
思
う
今

日
こ
の
頃
。
大
き
な
く
く
り
で
私
の

活
動
テ
ー
マ
は
語
学
・
食
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
が
、「
何
事
も
や
っ
て
み

な
く
ち
ゃ
分
か
ら
な
い
」。

　

語
学
面
で
は
、
国
際
的
な
感
覚
を

身
に
つ
け
る
お
手
伝
い
な
ら
お
役
に

立
て
る
か
も
？
と
、
1
月
か
ら
フ
ラ

ン
ス
語
指
導
、
4
月
か
ら
英
語
保
育

の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
5

月
、
日
本
の
伝
統
・
誇
り
で
あ
る
古

民
家
に
転
居
し
、
台
湾
の
生
徒
さ
ん

の
体
験
学
習
を
受
け
入
れ
ま
す
。
初

め
て
、
し
か
も
海
外
か
ら
、
さ
す
が

に
緊
張
し
ま
す
が
、
盛
ん
な
国
際
交

流
は
、
私
が
三
好
に
移
住
を
決
め
た

大
き
な
理
由
で
す
。

　

食
の
面
で
は
、
三
好
の
固
定
種
や

農
事
暦
を
学
び
な
が
ら
、
自
然
農
法

の
家
庭
菜
園
を
す
る
一
方
、
9
月
22

日
（
土
）
に
、
日
本
の
伝
統
食
「
お

む
す
び
」
を
作
る
こ
と
で
、
世
界
的

に
活
動
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
も
出
演
さ

上
條 

由
紀
子

お問い合わせ先
三好市 企画調整課
電話 72-7607・ファックス 72-7202
kikakuchousei＠city.tokushima-miyoshi.lg.jp

シリーズ まちづくり基本条例 第十八弾
「始めよう 市民主役の まちづくり」

平成 24 年 10 月 1 日から三好市まちづくり基本条例が施行されます。
まちづくり基本条例は、前文から第 7 章までで構成されていますが、

今回は「前文」「第 1 章総則」についてご紹介したいと思います。

三好市まちづくり基本条例を紹介します

Q 「
前
文
」
っ
て
何
？

A
三
好
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
は
、
他
の
条
例
と
違
い
「
前
文
」

が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
前
文
」
と
は
、
そ
の
条
例
の
制

定
趣
旨
や
基
本
原
則
な
ど
を
記
す
前

書
き
で
す
。

　

三
好
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

「
前
文
」
は
市
民
委
員
の
手
に
よ
っ

て
起
草
さ
れ
、
豊
か
な
自
然
・
歴
史

的
遺
産
や
美
し
い
景
観
を
守
り
、
次

代
に
継
承
し
て
い
く
べ
き
こ
と
や
、

み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
決
意
が
つ
づ
ら
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
て
、
市
民
憲
章
的
な
意

味
合
い
も
持
っ
て
い
ま
す
。

Q
「
ま
ち
づ
く
り
」
よ
く
耳

に
す
る
け
れ
ど
・
・
・

A
こ
こ
で
い
う
「
ま
ち
づ
く
り
」

と
は
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
生
活
環
境
を
守
り
、
よ
り

い
っ
そ
う
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い

く
た
め
の
様
々
な
活
動
の
こ
と
を
い

い
、「
市
民
参
加
」、「
協
働
」、「
共
助
」

と
い
う
３
つ
の
柱
を
定
め
て
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

■
「
市
民
参
加
」
と
は
市
の
政
策        

形
成
や
意
思
決
定
に
市
民
が
参
加
す

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

■
「
協
働
」
と
は
市
民
と
市
が
協
力
・

連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
で
す
。

■
「
共
助
」
と
は
、
市
民
同
士
の
助

け
合
い
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

Q
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

は
ど
う
い
っ
た
目
的
を
持
っ

て
い
る
の
？

A
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方

と
基
本
的
な
決
め
ご
と
、
市
民
、
議

会
、
市
長
等
の
役
割
・
責
任
・
義
務

を
明
ら
か
に
し「
誰
が
為
政
者
と
な
っ

て
も
狂
わ
な
い
ル
ー
ル
」
を
定
め
て

お
く
こ
と
が
こ
の
条
例
の
目
的
で
す
。

　

本
来
条
例
に
は
、
上
位
、
下
位
の

区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
は
市
の
基
本
と
な
る
条

例
と
し
て
、
他
の
条
例
は
最
大
限
こ

の
条
例
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

来
月
号
で
は
「
第
2
章　

市
民
」

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

詳しい内容は、三好市ホームページで公開中です。
ぜひご覧ください。
◀ QR コードからアクセスできます

　
　わたしたちのまち三好市は、平成 18 年 3 月三野町・井川
町・池田町・山城町・西祖谷山村・東祖谷山村が合併し誕生
しました。三好市は、吉野川を懐に抱き、四国山地、阿讃山
脈に囲まれ、四国一広大な面積を有し、四国の中央に位置し
ています。また、古 ( いにしえ ) から交通の要衝であり、県
西部の社会、経済、文化、観光の中心として発展してきました。
　わたしたちのまちには、西日本第二の高峰剣山、祖谷渓、
大歩危峡、黒沢湿原、腕山、龍頭・金剛の滝など豊かな自然、
平家落人伝説、落合集落、祖谷のかずら橋、うだつの町並
みなど先人から受け継いだ歴史的文化遺産や美しい景観が
あります。
　わたしたちは、これらを誇りとして、未来を担う子ども
たちへと引継ぎ「ここに住んでよかった」、訪れた人が「ま
た来たい」「ここに住みたい」と思える「自然が生き活き・
人が輝く交流のまち」の実現を目指します。
　ここにわたしたちは「市民主役のまちづくり」を目指し
て、市民・議会・市長等が、それぞれの役割と責務を認識し、
一人ひとりが互いに力を合わせ、自らの創意工夫により住
みよい活力のあるまちづくりを進めるために、この条例を
制定します。

まちづくり基本条例前文

※
英
仏
会
話
指
導
、
そ
の
他
お
問
い
合

わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルn

e
ige

3
4
4
@
gm

ail.c
o
m

ま
た
は
地
域
振
興
課

（
７
２-

７
６
４
９
）
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狂犬病予防注射と犬の登録

狂犬病予防注射日程表 　6 月分

　6 月 7 日（木）　　　　［ 池田地区 ］
上尾後藤村良雄様宅付近	　　　10:30頃
漆川八幡神社前              　　　11:00頃
梅ノ谷多目的集会	 　　　11:30頃
佐野公民館付近	 　　　13:00頃
馬路集会所付近	 　　　13:30頃
白地公民館	 　　　14:00頃
白地停留所付近	 　　　14:20頃
北名馬谷橋付近	 　　　14:40頃
光陽台県道入り口付近	 　　　15:00頃
敷ノ上入口付近	 　　　15:20頃

鳴石様宅付近から谷間橋付近の道路上	
	 13:50 ～ 14:00
有瀬上地区・下地区	 14:00～ 14:30

 　6 月 14 日（木）　　   ［ 池田地区 ］
小祖谷 萩原様宅付近・松久保様宅付近・
源様宅付近	 10:00～ 10:30
出合郵便局付近	 13:00～ 13:05
長田丘バス停付近	 　　　13:20頃
大申会館付近	 　　　13:30頃
川崎小学校前	 　　　13:50頃
川崎橋停留所付近  　　　　　　14:10頃
大利停留所付近	 　　　14:30頃
三縄公民館前　　 　　　　　　15:00頃
板野停留所付近	 　　　15:20頃

　6 月 15 日（金）           ［ 東祖谷地区 ］
名頃 旧保育所付近     　 10:30～ 10:40
菅生 泉商店付近	 11:00～ 11:10
久保 前田商店付近	 11:20～ 11:30
落合 そば道場付近	 11:40～ 11:50
下瀬 喜多理容室付近　　 13:00～13:10
京上 東祖谷総合支所前    13:20～13:40
新居屋 栃の瀬橋付近　    13:50～14:00
和田 酒巻様宅付近　　    14:10～14:20
小島 小島橋付近	 14:30～ 14:40

西山浜町民プール駐車場	　　　15:40頃

　6 月 8 日（金）　　　   ［ 池田地区 ］
野呂内構造改善センター付近　  10:30頃
県道込野観音寺線道路上	　　　11:00頃
下野呂内地域交流センター付近  11:30頃
JR箸蔵駅前	 　　　13:00頃
藤ノ井市営住宅入口付近	　　　13:20頃
州津堂面信号付近	 　　　13:40頃
箸蔵農協前	 　　　14:00頃
中津停留所付近	 　　　14:20頃
西山小学校付近	 　　　14:40頃
洞草郷司様宅付近	 　　　15:00頃
馬場西プール付近	 　　　15:20頃
JR三縄駅前	 18:30～ 19:00

　6 月 13（水）　　　    ［ 西祖谷地区 ］
宮ノ谷付近から高平様宅付近の道路上
	 10:10 ～ 10:30
大歩危橋付近から平家屋敷付近の道路上	
	 10:45 ～ 11:00
後山 お堂前バス停付近から峠までの道路上
	 11:10～ 11:30
榎バス停付近	 　　　13:20頃
榎バス停付近から竹井様宅付近の道路上	
	 13:30 ～ 13:50

生後 91 日以上の犬を飼われた方は、
狂犬病予防法により取得した日から
30 日以内に登録をしなければなりま
せん。また狂犬病の予防注射を毎年
4 月から 6 月の間に 1 回受けさせな
ければなりません。
三好市では公民館や集会所などを会
場に、毎年春に犬登録と狂犬病予防
注射を行っています。（動物病院で
も登録や注射ができます）最寄の場
所で登録と予防注射（各 3000 円）
を受けさせましょう。

お問い合わせ先　三好市環境課 （☎ 72-3436）、三好保健所 （☎ 72-1122）

〈
あ
て
先
〉 

〒
７
７
０-

８
５
４
４ 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
「
の
ど
自
慢
」
出
場
係

〈
締
切
〉
6
月
19
日
（
火
）
必
着

▽
応
募
は
、
お
一
人
様
（
1
グ
ル
ー
プ
）
1
通
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
出
場
者
全
員
の
名
前
・
年
齢
を
明
記
の
う
え
、
代
表

者
が
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
▽
応
募
後
の
曲
目
の
変
更
、
お
よ
び
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。
▽
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
出
の

う
え
、
２
５
０
組
の
方
に
前
日
（
7
月
21
日
）
に
実
施
す
る
「
予
選
会
」
の

案
内
を
、
落
選
の
方
に
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
す
る
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

観
覧
申
し
込
み
方
法
〈
入
場
無
料
〉

「
郵
便
往
復
は
が
き（
私
製
を
の
ぞ
く
）」の
往
信
用
裏
面
に
郵
便
番
号
、住
所
、

名
前
、
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前
を
記
入
し

て
次
の
あ
て
先
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
返
信
用
裏
面
に
は
何
も
書
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。
抽
選
結
果
を
印
刷
し
て
ご
返
送
い
た
し
ま
す
。

〈
あ
て
先
〉 

〒
７
７
０-

８
５
４
４ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
「
の
ど
自
慢
」
観
覧
係

〈
締
切
〉
6
月
29
日
（
金
）
必
着

▽
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、
入
場
整
理
券
（
1
枚
で
2
人
入
場
可
）

を
、
落
選
の
方
に
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
す
る
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。
▽

満
１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
の
売
買
を
目
的
と
し
た
お
申
し
込
み
は
、
固
く
お

断
り
し
ま
す
。
▽
予
選
会
（
7
月
21
日
）
は
入
場
自
由
で
す
。
た
だ
し
、
満

席
の
場
合
は
入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

放
送
予
定　

平
成
24
年
7
月
22
日(

日)　

生
放
送

　

総
合･

ラ
ジ
オ
第
１
・
国
際　

12
時
15
分
～
13
時

お
問
い
合
わ
せ
先

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
係

　

電
話 

０
８
８-

６
２
６-

５
９
９
６　

平
日 

10
時
～
18
時

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http: //w

w
w.nhk.or.jp/tokushim

a/

・
三
好
市
役
所 

総
務
課

　

電
話 

７
２-

７
６
０
０　

平
日 

10
時
～
17
時

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
出
場
者
の
選
出
結
果
お
よ
び
観
覧
者
の
抽
選

結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
受
信
料
の
お
願
い
や
番
組
・
イ
ベ
ン

ト
の
ご
案
内
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小金沢昇司

水森かおり

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

の
ど
自
慢

 

公
開
生
放
送
の
出
場
お
よ
び
観
覧
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
と
三
好
市
で
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
の
公
開

生
放
送
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
出
場
お
よ
び
観
覧
を
ご
希
望

の
方
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主　
催　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
・
三
好
市

日　
時　
7
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
開
場
11
時　
開
演 

11
時
45
分　
終
演
予
定 

13
時
40
分

　
　
　
　
〈
予
選
会
〉  

7
月
21
日
（
土
）

会　
場　
三
好
市
池
田
総
合
体
育
館

出　
演　
小
金
沢
昇
司
・
水
森
か
お
り

　
　
　
　
予
選
を
通
過
し
た
20
組
の
み
な
さ
ん

司　
会　
徳
田 

章 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

出
場
申
し
込
み
方
法
〈
出
場
無
料
〉

応
募
資
格
は
中
学
生
を
除
く
15
歳
以
上
で
、
原
則
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
で
す
。

「
郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製
を
の
ぞ
く
）」
の
往
信
用
裏
面
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
名
前
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
（
具
体
的
に
。

高
校
生
の
方
は
部
活
動
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）、
歌
う
曲
目
（
１
曲
）
と
そ

の
歌
手
名
、
選
曲
理
由
を
、
返
信
用
表
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前
を
記

入
し
て
次
の
あ
て
先
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
返
信
用
裏
面
に
は
何
も

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
結
果
を
印
刷
し
て
ご
返
送
い
た
し
ま
す
。

三好市では、地域の商業活性化を目的に、平成 24 年度
も「三好市商店会等活性化支援補助金事業」を実施し
ます。三好市内の商工会、商工会議所に加盟している
小規模事業所で組織する商業団体が商業振興のために
行うソフト事業の実施に係る経費の一部を補助します。
希望される団体などの方々は、5 月 31 日までに商工政
策課までお申し込みください。応募多数の場合は、補
助金額の減額、調整をさせていただく場合があります。

【補助金の交付額（千円未満切捨）】
○事業費が 600千円未満の場合
　補助率▷ 2/3、補助金の上限▷ 300 千円
○事業費が 600千円以上の場合
　補助率▷ 1/2、補助金の上限▷ 500 千円
○事業費が 1,000 千円以上かつ団体を組織する会員
の数が 50以上の場合

　補助率▷ 1/2、補助金の上限▷ 1,000 千円

　　　　　　　　お問い合わせ先
　　　　　　　　三好市商工政策課（☎ 72-7645）

三好市商店会等活性化支援
補助金事業の募集について

　4 月 19 日、三好市内の事業所に就
職した若者を激励する、新規学卒就
職者歓迎式が池田総合体育館で行わ
れ、市内 20 事業所 57 人のうち、34
人の就職者が出席しました。
　俵市長らからの歓迎の言葉のあと
には、株式会社リブドゥコーポレー
ションの柄溝さんが新規学卒就職者
を代表して、「情熱をかたむけて、最
善の努力をいたします」と決意を述
べました。式の後は、ビジネスマナー
の研修会が行われ、来客、訪問、電
話対応などの接遇応対を学びました。

〜 期待を胸に 〜
新規学卒就職者歓迎式
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一
般
団
員

対
象
▼
三
好
市
在
住
の
高
校
生

以
上

定
員
▼
若
干
名

要
件
▼
帰
国
後
は
姉
妹
都
市
交

流
の
推
進
に
努
め
る
こ
と

旅
費
▼
約
20
万
円
（
全
額
自
己

負
担
）

応
募
方
法
▼
①
住
所 

②
氏
名 

③
年
齢 

④
性
別 

⑤
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

選
考
▼
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

注
意
事
項
▼
過
去
の
参
加
経
験

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

中
学
生
団
員

対
象
▼
三
好
市
在
住
の
中
学
２

～
３
年
生

定
員
▼
20
名
以
内

要
件
▼
帰
国
後
は
体
験
報
告
を

行
い
、
姉
妹
都
市
交
流
の
推
進

に
努
め
る
こ
と
。

旅
費
▼
約
20
万
円
（
う
ち
８
万

円
を
上
限
と
す
る
半
額
を
補
助
）

応
募
方
法
▼
学
校
で
配
布
さ
れ

る
チ
ラ
シ
に
参
加
申
込
書
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
地
域
振
興
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

選
考
▼
作
文
お
よ
び
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

注
意
事
項
▼
過
去
に
参
加
経
験

の
あ
る
方
は
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
せ
ん
。

各
種
交
流
団
員

対
象
▼
三
好
市
在
住
の
高
校
生
以
上
で
、
文
化
・
教
育
・

経
済
・
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
目
的
に
基
づ
い
て
交

流
し
た
い
方

定
員
▼
若
干
名

要
件
▼
派
遣
先
で
は
目
的
と
し
た
分
野
に
お
い
て
積
極

的
に
交
流
す
る
こ
と
。
帰
国
後
は
体
験
報
告
を
行
い
、

姉
妹
都
市
交
流
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
。

旅
費
▼
約
20
万
円
（
う
ち
８
万
円
を
上
限
と
す
る
半
額

を
補
助
）

応
募
方
法
▼
①
住
所 

②
氏
名 

③
年
齢 

④
性
別 

⑤
電
話

番
号 
⑥
交
流
目
的
と
す
る
分
野
を
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
折

り
返
し
選
考
会
の
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

選
考
▼
作
文
お
よ
び
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

注
意
事
項
▼
過
去
に
参
加
経
験
の
あ
る
方
は
お
申
し
込

み
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

【
行
き
先
】　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国 

オ
レ
ゴ
ン
州 

ザ
・
ダ
ル
ズ
市

【
日　
程
】　 

10
月
上
旬
～
中
旬
の
期
間
中
に
１
週
間
程
度（
詳
細
は
７
月
頃
決
定
し
ま
す
）

【
募
集
期
間
】 

平
成
24
年
５
月
10
日
（
木
）
～
６
月
８
日
（
金
）
午
後
５
時
必
着

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

 

〒
７
７
８-

８
５
０
１　

三
好
市
池
田
町
シ
ン
マ
チ
１
５
０
０
番
地
２

三
好
市
役
所
地
域
振
興
課
（
電
話 
７
２-

７
６
４
９
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

７
２-

７
２
０
２
）

平
成
24
年
度
三
好
市
姉
妹
都
市
交
流
親
善
団
を
派
遣
す
る
に
あ
た
り
、
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

英
語
力
は
問
い
ま
せ
ん
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
、
海
外
に
友
達
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

親
善
団
員
募
集

成
川
惠
雄
さ
ん
（
山
城
町
赤
谷
）

齋
藤
菊
一
さ
ん
（
池
田
町
マ
チ
）

「
が
ん
ば
る
高
齢
者
」

「
元
気
高
齢
者
」
を
顕
彰

　

徳
島
県
は
、
地
域
で
活
躍
す
る

「
が
ん
ば
る
高
齢
者
」
と
、
心
身

と
も
に
元
気
な
「
元
気
高
齢
者
」

を
顕
彰
す
る
制
度
を
創
設
し
、
平

成
24
年
3
月
19
日
に
県
庁
で
顕
彰

し
ま
し
た
。
三
好
市
で
は
「
が
ん

ば
る
高
齢
者
」
と
し
て
、
地
域
・

農
業
振
興
な
ど
の
業
績
に
よ
り
、

成
川
惠
雄
（
86
歳
）
さ
ん
、「
元

気
高
齢
者
」
と
し
て
、
齋
藤
菊
一

（
99
歳
）
さ
ん
が
顕
彰
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
元
気
で
ご
活
躍

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　三好市では、平成 22 年度より「学校支援地域本部事業」として、各中学校区において地域のみなさ
んによる学校支援ボランティア活動に取り組んでいます。
　平成 22 年度から西祖谷中学校区、平成 23 年度から三野中学校区と井川中学校区で取り組んでお
り、多くのボランティアの方々にご登録いただき、様々な活動を行っています。
　本年度は、池田中学校区と東祖谷中学校区でボランティア活動を開始いたしますので、5 中学校区
で活動していただく「ボランティア」の方々を募集いたします。詳しくは、事務局までお問い合わ
せください。なお、山城中学校区は、現在準備中です。平成 25 年度の開始を予定しています。

こんなボランテイアを募集しています
●安全パトロール ●環境整備（除草作業、花壇の整備など）●授業のサポート（理科の実験、家庭科の実習、
習字の模範指導など） ●校外授業の引率補助 ●ゲストティーチャー（文化財、地域の伝統文化、産業など）
●本の読み聞かせ　その他

学校支援ボランティアを募集しています

お問い合わせ先　三好市学校支援ボランティア事務局
　　　　　　　（三好市教育委員会生涯学習課内 ☎ 72-3900）
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避難所体験や防災グッズの展示など

「見て・体験」できる
防災訓練　を実施します

平成 25 年三好市成人式の企画・運営する企画運
営委員を募集します。自分たちの手で思い出に残
る成人式を作りませんか。

【対象】平成 4 年 4 月 2 日～平成 5 年 4 月 1 日まで
に生まれた方で成人式の企画運営に興味のある方

【募集人数】20 名～ 30 名程度
【役割】成人式企画運営委員会に参加し、成人式に
係る事項を協議する。当日の成人式を運営する。

【応募方法】
三好市教育委員会生涯学習課まで電話または
ファックス、E メールで下記まで応募ください。
ファックス、E メールで申し込みの場合は、件名
を「成人式企画運営委員の応募」とし、本文に氏
名（フリガナ）、住所、自宅の電話番号、昼間連
絡が取れる連絡先（携帯電話番号など）、出身中
学校を明記してください。

【お申し込み・お問い合わせ先】
三好市教育委員会生涯学習課（☎ 72-3900、
FAX 72-3916、Eメール shougaigakushuu＠city.
tokushima-miyoshi.lg.jp ）

平成 25 年成人式 企画運営委員募集

カラダすっきり体操▶ 13 時〜 14 時
肩凝りや腰痛予防の「ストレッチ」をして、筋肉
や関節をほぐしていきます。また、家庭でも簡単
にできる体操で、姿勢などの改善や運動不足を解
消していきましょう。
スロートレーニングで脂肪燃焼▶ 14 時〜 15 時

「筋力マシン」のあとに、「脂肪燃焼マシン」をする
ことで、さらに脂肪が燃えやすく、カラダの変化が
あらわれてきます！トレーニングジムでゆっくりカ
ラダを動かし、気になる部分を引き締めた後、有酸
素運動で、効率よく脂肪を燃焼していきましょう。

【受講対象者】三好市内在住の方
【募集定員】20 名
【日時】6 月 11 日～ 7 月 9 日、
　　　毎週月曜日
　　　13 時〜 15 時（全 5 回）

【場所】山城公民館
【指導講師】OK スポーツクラブ脇町　
　　　　　 山﨑 俊輔さん（健康運動指導士）

【準備物】運動着、室内シューズ、大きめのタオル（床
に敷くもの）、タオル（汗をふくもの）、飲料水など

【申込方法】お電話またはファックスで山城公民
館へお申し込みください。（定員に達し次第締切）

【お申し込み・お問い合わせ先】
山城公民館（☎ 86-1135）（FAX 76-6002）

パソコンの初歩を学び、パソコンに親しめる講座
です。集中講座も実施しますのでご利用ください。

【受講対象者】三好市内在住の方
【募集定員】各会場とも定員 10 名（定員以外に自
分のパソコンを持参される方３名まで）

【開催日・場所】時間はいずれも 19 時〜 21 時
6 月 4 日～ 5 日　山城公民館
6 月 7 日～ 8 日　西祖谷総合支所 
6 月 11 日～ 12 日　三野公民館
6 月 14 日～ 15 日　東祖谷総合支所
6 月 18 日～ 19 日　井川公民館
6 月 21 日～ 22 日　中央公民館

（池田集中講座）
　6 月 23 日　10 時～ 15 時　中央公民館
　※カリキュラムは同じです。

【カリキュラム】ワード 2007 を使った入門編
（1 日目）用紙を決める、画像を使った文書の作
成など（2 日目）集計表・住所録の作成

【申込方法】各公民館へ電話でお申し込みくださ
い。（定員に達し次第締切）住所地に関わらず、
いずれの会場でも受講できます。　

【お申し込み・お問い合わせ先】
三野公民館（☎ 77-2248）、井川公民館（☎ 78-5
010）、山城公民館（☎ 86-1135）、中央公民館（☎
72-3700）、東西祖谷（生涯学習課☎ 72-3900）

三好市情報公開条例は、市政に関する情報の提供
や公表、審議会の会議の公開などとあわせて、公
文書開示制度により、情報公開の推進について規
定しています。情報公開制度が適正に運営されて
いることをおしらせするために、年１回この制度
の利用状況を公表しています。
期間▶平成 23 年 4 月 1 日〜平成 24 年 3 月 31 日

【情報公開】
１. 公開請求の件数▷ 6 件
２. 公開請求に対する公開・非公開決定件数
▷公開４件・部分公開 2 件・非公開０件
３. 異議申し立ての件数▷０件
４. その他必要事項▷該当なし

【個人情報】
１. 開示の請求件数、開示および非開示の決定件数
▷ 0 件
２. 訂正の請求件数および決定件数▷０件
３. 是正の申出件数および処理の件数▷ 0 件
４. 不服申立ての内容および件数▷０件
５.事務の外部委任、目的外利用および外部提供の状況
▷外部委任 1 件・目的外利用 1 件・外部提供 1 件
　

【お問い合わせ先】　
三好市総務課（☎ 72-7600）

三好市情報公開　実施状況

第 3 回 自転車王国とくしま

  ツール・ド・にし阿波　が開催されます

　

今
年
も
雄
大
な
自
然
あ
ふ
れ
る
こ

の
「
に
し
阿
波
」（
三
好
市
、
東
み

よ
し
町
、
つ
る
ぎ
町
、
美
馬
市
）
に

全
国
か
ら
６
０
０
名
以
上
の
サ
イ
ク

リ
ス
ト
が
集
う
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
時
間
を
競
う

レ
ー
ス
で
は
な
く
、
3
つ
の
コ
ー
ス

の
内
、
参
加
者
が
選
択
し
た
コ
ー
ス

を
制
限
時
間
内
に
走
破
す
る
も
の

で
、
今
年
は
競
輪
の
補
助
金
を
受
け

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
同
様
ル
ー
ト
の
約
8
割
以
上

が
三
好
市
内
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
者
の
熱
い
走
り
に
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
般
公
道
を
走
行
す
る
た
め
、
コ
ー

ス
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
は
自
転
車
の

往
来
に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

6
月
3
日
（
日
）　
8
時
～
16
時

【
コ
ー
ス
】

イ
タ
ノ
・
吉
野
川
運
動
公
園
～
新

山
～
影
野
～
井
ノ
内
～
辻
～
国
道

１
９
２
号
東
進
～
青
石
橋
～
美
馬
・

四
国
三
郎
の
郷
～
県
道
12
号
～
芝
生

～
三
好
高
校
前
～
国
道
32
号
線
～
込

野
～
峯
の
久
保
～
馬
場
～
龍
王
山
付

近
～
雲
辺
寺
～
曼
陀
ト
ン
ネ
ル
～
佐

野
～
白
地
～
イ
タ
ノ

※
三
好
高
校
前
～
州
津
～
敷
ノ
上
～

白
地
井
の
久
保
を
走
行
す
る
コ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

お問い合わせ先
NPO 法人ツール・ド・にし阿波プロジェクト（☎ 72-0213）

公民館講座の受講生を募集します 受講料無料

山城公民館 健康促進実技講座 初歩のパソコン講座 

　
5
月
20
日
（
日
）
か
ら
5
月
27
日

（
日
）
の
期
間
、
三
野
町
芝
生
河
内

谷
ふ
れ
あ
い
公
園
に
お
い
て
、
陸
上

自
衛
隊
が
災
害
時
に
活
用
す
る
支
援

橋
架
設
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

架
設
完
了
に
併
せ
て
三
好
市
で

は
、
5
月
23
日
（
水
）
に
三
野
町
芝

生
三
野
体
育
館
に
お
い
て
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

　
地
震
体
験
や
避
難
所
体
験
、
災
害

パ
ネ
ル
・
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
な
ど
、

市
民
の
方
々
が
「
見
て
・
体
験
」
で

き
る
防
災
訓
練
で
す
。

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
地
域
の
皆
様
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

5
月
23
日
（
水
）
13
時
〜
15
時
ま
で

※
受
付
は
12
時
か
ら
三
野
体
育
館
に

て
行
い
ま
す
。

【
場
所
】

三
野
町
芝
生
河
内
谷
ふ
れ
あ
い
公
園

三
野
体
育
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
危
機
管
理
課

（
☎
７
２-

７
６
２
５
）

2012.5　1415　市報 みよし



　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
に
着
目
し
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
心
筋
梗

塞
、
脳
卒
中
、
腎
臓
病
な
ど
の
重

大
な
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

健
診
で
す
。

●
受
診
方
法

①
総
合
健
診
（
集
団
健
診
）
で
受

診
す
る
方
法

　

今
月
号
広
報
（
5
月
号
）
に
折

り
込
ん
で
あ
る
「
総
合
健
診
申
込

書
」
に
ご
記
入
の
う
え
、
申
し
込

み
期
間
内
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
、
各
総
合
支
所
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。（
が
ん
検
診
と
一
緒
に
受

診
で
き
ま
す
）

②
病
院
で
受
診
す
る
方
法

　

病
院
で
受
診
さ
れ
る
方
は
、「
特

定
健
診
受
診
券
」（
6
月
末
送
付

予
定
）
に
同
封
さ
れ
て
い
る
、「
平

成
24
年
度
特
定
健
康
診
査
実
施
機

関
一
覧
表
」
か
ら
病
院
を
選
び
、

電
話
に
て
病
院
へ
ご
予
約
の
う

え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

40
歳
～
74
歳
の
方

（
74
歳
の
方
は
生
年
月
日
が
昭
和

12
年
10
月
か
ら
昭
和
13
年
3
月
ま

で
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

●
受
診
期
間

7
月
1
日
～
12
月
31
日

●
受
診
時
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
証

・
特
定
健
診
受
診
券
（
6
月
末
に

送
付
予
定
）

・
自
己
負
担
額
（
千
円
）

※
健
診
当
日
に
い
ず
れ
か
一
つ
で

も
お
忘
れ
に
な
る
と
、
特
定
健
診

を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

注
意
▼
三
好
市
の
発
行
す
る
保
険

以
外
（
組
合
管
掌
健
康
保
険
、
共

済
組
合
な
ど
）に
ご
加
入
の
方
は
、

医
療
保
険
者
が
発
行
し
た
「
特
定

健
康
診
査
受
診
券
」
が
必
要
と
な

り
ま
す
。各
医
療
保
険
に
よ
っ
て
、

受
診
券
の
交
付
時
期
、
自
己
負
担

額
等
異
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
加
入
の
医
療
保
険
者
ま
た
は
、

職
場
の
担
当
者
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
に
関
し
て
の

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市 

保
険
医
務
課

電
話 

７
２-

７
６
１
３

平成24年度も特定健診を受けましょう

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重

症
化
の
予
防
の
た
め
、
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す
。
健
康
診
査
の
対
象
と

な
る
方
に
は
「
健
康
診
査
受
診
券
」

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
診
査
受
診
券
送
付
時
期

○
入
院
を
さ
れ
て
い
な
い
方
ま
た
は
生

活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
て
い
な
い
方

・
平
成
24
年
8
月
（
予
定
）

※
入
院
を
さ
れ
て
い
た
方
お
よ
び
生

活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
た
方
は
、
す

で
に
健
康
状
態
を
把
握
さ
れ
医
師
の

指
導
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
健
康
診
査
の
対
象
者
か

ら
除
い
て
い
ま
す
。

○
前
記
以
外
の
方
で
平
成
24
年
4
月

以
降
に
血
液
検
査
や
尿
検
査
を
さ
れ

て
い
な
い
方

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成

24
年
8
月
以
降
に
三
好
市
役
所
保
険

医
務
課
に
備
え
付
け
て
い
る
健
康
診

査
申
込
書
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
締
切
：
平
成
24
年
11
月
末
頃
）

○
平
成
24
年
1
月
〜
9
月
に
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方

　

加
入
時
期
に
応
じ
、
5
月
か
ら
10

月
ま
で
の
間
に
健
康
診
査
申
込
書
を

送
付
し
ま
す
。
入
院
を
さ
れ
て
い
な

い
方
ま
た
は
生
活
習
慣
病
と
診
断
さ

れ
て
い
な
い
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
広
域
連
合
事
務
局
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
券
を
後

日
送
付
し
ま
す
。

▽
健
康
診
査
申
込
書
の
送
付
時
期

①
1
月
〜
3
月
に
加
入
…
5
月

②
4
月
〜
5
月
に
加
入
…
6
月

③
6
月
〜
7
月
に
加
入
…
8
月

④
8
月
〜
9
月
に
加
入
…
10
月

○
平
成
24
年
10
月
以
降
に
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る
方

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
康
診

査
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
ま
で
に
、

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
で

健
康
診
査
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
健
診
項
目

身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
血
液
検
査
・

尿
検
査

●
受
診
費
用　
無
料

●
受
診
期
間

受
診
券
を
受
け
取
ら
れ
た
と
き
か
ら

平
成
24
年
12
月
末
日
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

電
話 

０
８
８-

６
７
７-

３
６
６
６

後期高齢者医療制度の健康診査について

　

平
成
23
年
3
月
に
発
生
し
た
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
て
、
国
の
委
託
事

業
で
あ
る
「
環
境
放
射
能
水
準
調
査
」
に
お

い
て
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
実
施
す
る
た
め
、
徳
島
県
に
お
い
て
新
た

に
整
備
を
進
め
て
き
た
環
境
放
射
能
測
定
機

器
で
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
、平
成
24
年
3
月
末
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

1 

新
た
に
設
置
し
た
測
定
機
器
お
よ
び
設
置
（
配
置
）
場
所

測
定
機
器
名

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
（
３
基
）

用　
途

空
間
放
射
線
量
率
の
連
続
測
定

（
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
公
開
）

設
置
（
配
置
）

場
所

① 

東
部
県
土
整
備
局
鳴
門
庁
舎
敷
地
内

　
（
鳴
門
市
撫
養
町
立
岩
字
七
枚
１
２
８
）

② 

三
好
市
池
田
総
合
体
育
館
敷
地
内

　
（
三
好
市
池
田
町
マ
チ
２
５
５
１-

１
）

③ 

南
部
総
合
県
民
局
美
波
庁
舎
敷
地
内

　
（
海
部
郡
美
波
町
奥
河
内
字
弁
財
天
17-

１
）

※
各
設
置
場
所
の
地
上
1
ｍ
高
さ
に
設
置

【
参
考
】 

既
設
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
状
況

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
（
１
基
） 

徳
島
県
立
保
健
製
薬
環
境
セ
ン
タ
ー
屋
上

2 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
測
定
結
果
の
公
開
に
つ
い
て

　

全
国
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
，
平
成
24
年
４
月
２

日
か
ら
、
国
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
線
量
測
定
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
測
定
結
果
が
公
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
環
境
放
射
能
の
調
査
結
果

に
つ
い
て
」
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

・
国
の
測
定
結
果
公
開
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

 　

http://radioactivity.m
ext.go.jp/m

ap/ja/

・
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

　

http://w
w

w.pref.tokushim
a.jp/docs/2011031500153/

お
問
い
合
わ
せ
先　

三
好
市 

危
機
管
理
課
（
電
話 

７
２-

７
６
２
５
）

　

三
好
市
に

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
設
置
さ
れ
ま
し
た　

私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

　

日
本
に
お
け
る
救
急
医
療
体
制

は
、
都
道
府
県
が
作
成
す
る
医
療

計
画
に
基
づ
い
て
お
り
、
二
次
医

療
圏
ま
で
で
対
応
さ
せ
る
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
「
重
症
度
」

に
応
じ
て
次
の
3
段
階
で
対
応
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
救
急

指
定
病
院
も
こ
れ
ら
の
段
階
の
う

ち
、
ど
の
段
階
ま
で
対
応
す
る
か

想
定
し
た
う
え
で
患
者
受
け
入
れ

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
重
症
度
に

応
じ
た
体
制
に
は
限
界
が
あ
り
、

に
属
し
て
い
ま
す
。

〈
三
好
市
で
は
…
〉

・
市
立
三
野
病
院

③ 

三
次
救
急
医
療

　

二
次
救
急
医
療
で
は
対
応
で
き

な
い
高
度
な
処
置
が
必
要
、
ま
た

は
重
篤
な
患
者
へ
の
対
応
機
関
。

〈
徳
島
県
で
は
…
〉

・
徳
島
県
立
中
央
病
院

　
（
小
児
救
急
支
援
対
応
）

・
徳
島
赤
十
字
病
院

　
（
小
児
救
急
医
療
拠
点
病
院
）

・
徳
島
県
立
三
好
病
院

　
（
小
児
救
急
支
援
対
応
）

・
徳
島
大
学
病
院

【
小
児
救
急
医
療
体
制
】

〈
三
好
市
で
は
…
〉

三
好
市
、
美
馬
市
、
美
馬
郡
、
三

好
郡
の
2
市
2
町
か
ら
な
る
西
部

地
区
に
属
し
ま
す
。

・
徳
島
県
立
三
好
病
院
、
つ
る
ぎ

町
立
半
田
病
院
の
2
病
院
で
の
当

番
制
。

半
田
病
院
▽
月
・
金
・
土
・
日	

三
好
病
院
▽
火
・
水
・
木	

　

以
上
が
徳
島
県
に
お
け
る
救
急

医
療
体
制
で
す
。
全
て
の
人
が
適

切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
適
正
な
受
診
の
仕
方
を

一
人
一
人
が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

初
期
（
一
次
）
か
ら
三
次
救
急
と
、

独
歩
来
院
を
包
括
し
て
診
療
す
る

北
米
型
の
Ｅ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
を
採
用

す
る
病
院
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

① 

初
期
救
急
医
療
体
制

　

入
院
の
必
要
が
な
く
、
外
来
で

対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
帰
宅
可

能
な
患
者
へ
の
対
応
機
関
。

〈
三
好
市
で
は
…
〉

・
か
か
り
つ
け
医

・
在
宅
当
番
医
制
度
（
医
師
会
の

先
生
方
に
よ
り
平
日
夜
間
・
休
日

の
診
療
を
当
番
制
で
実
施
）

　
平
日
夜
間
▽
17
時
〜
23
時

　
日
曜
日
・
祝
日
▽
9
時
〜
23
時

② 

二
次
救
急
医
療

　

在
宅
当
番
医
制
な
ど
の
初
期
救

急
医
療
施
設
お
よ
び
救
急
患
者
の

搬
送
機
関
と
の
円
滑
な
連
携
体
制

の
も
と
に
、
休
日
お
よ
び
夜
間
に

お
け
る
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る

重
症
救
急
患
者
の
医
療
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

徳
島
県
が
定
め
た
医
療
県
域

（
二
次
医
療
圏
）
ご
と
に
整
備
さ

れ
て
お
り
、
三
好
市
は
東
み
よ
し

町
か
ら
な
る
西
部
Ⅱ
救
急
医
療
圏

徳
島
県
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
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三好市役所人権室  ☎72-7622

　

地
球
は
、
プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ

る
10
枚
の
岩
板
に
お
お
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
列
島
付
近
で
は
、「
太
平

洋
プ
レ
ー
ト
」「
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
」「
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
」

「
北
米
プ
レ
ー
ト
」
の
４
つ
の
プ
レ
ー

ト
が
押
し
合
っ
て
い
ま
す
。
徳
島
県

は
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
上
に
位

置
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が

潜
り
込
み
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト

を
引
き
ず
り
込
ん
で
い
ま
す
。
引
き

ず
り
込
ま
れ
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー

ト
が
元
に
戻
ろ
う
と
跳
ね
返
る
こ
と

に
よ
り
、
南
海
地
震
が
発
生
し
ま
す
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
以
上
の
地
震
の

う
ち
20
・
5
％
が
日
本
で
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
世
界
一
の
地
震
国
、

地
震
を
経
験
し
な
い
ま
ま
一
生
を
終

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
と
言
え
ま
す
。

　

南
海
地
震
は
過
去
歴
史
的
に
繰
り

返
し
、
本
県
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
世
紀
前

半
に
も
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
、
次
の
南
海
地
震
は
今
後
30

年
以
内
に
発
生
す
る
確
立
が
60
％
と

予
測
さ
れ
て
お
り
、
本
県
で
は
、
震

度
6
強
か
ら
震
度
7
の
強
い
揺
れ
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
海
地
震
に

連
動
し
て
、
南
海
地
震
と
東
南
海
地

震
が
同
時
に
発
生
す
る
可
能
性
が
大

き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、
1

年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
復
興
へ
の
道

の
り
の
遠
さ
を
感
じ
ま
す
。
い
か
に

こ
の
地
震
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の

震
災
を
教
訓
に
ど
の
よ
う
に
「
備
え
」

ど
の
よ
う
な
「
行
動
」
を
と
る
か
自

ら
と
地
域
で
実
践
で
き
る
か
「
自
助
」

「
共
助
」
に
役
立
て
る
こ
と
が
大
切

で
す
。今

か
ら
備
え
る
こ
と
は

▽ 

家
を
丈
夫
に
し
て
お
く
こ
と
（
耐

震
診
断
・
耐
震
改
修
）

▽ 

家
具
の
転
倒
防
止
（
阪
神
淡
路
大

震
災
で
8
割
の
方
が
建
物
や
家
具
の

転
倒
に
よ
る
圧
死
で
し
た
）

▽ 

避
難
経
路
の
確
認
（
避
難
場
所
ま

で
一
度
歩
い
て
み
る
・
避
難
経
路
は

複
数
考
え
て
お
く
）

　

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た

「
再
任
」

　

上
浦
恭
子
さ
ん
（
池
田
町
）、

宮
内
ミ
ヱ
子
さ
ん
（
井
川
町
）

が
法
務
大
臣
か
ら
同
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

27
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

宮内ミヱ子さん 上浦恭子さん

▽ 

非
常
用
品
の
備
蓄
・
持
出
品
の
準

備
（
3
日
間
の
備
蓄
が
必
要
で
す
・

即
持
ち
出
せ
る
よ
う
準
備
を
）

▽ 

避
難
カ
ー
ド
を
作
っ
て
お
く
（
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
血
液
型
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
な
ど
）

▽ 

自
主
防
災
活
動
へ
の
参
加
（
地
域

の
き
ず
な
が
命
を
守
り
ま
す
）

▽ 

災
害
時
の
要
援
護
者
の
把
握
（
一

人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
の
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
疾
病
者
、
外
国
人
、
乳

幼
児
、
妊
産
婦
な
ど
を
要
援
護
者
と

言
い
ま
す
）

　

三
好
市
の
場
合
面
積
も
広
く
、
山

が
崩
落
し
て
道
路
を
寸
断
、
集
落
は

孤
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

尊
い
命
を
守
る
う
え
で
、
自
主
防
災

組
織
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
先
の
大
震
災
、
各
地
の
豪
雨
災

害
に
お
い
て
も
、
被
害
者
と
な
っ
た

多
く
の
方
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
の
「
災
害
要
援
護
者
」
で
あ
り
、

ま
た
、
避
難
所
で
の
生
活
も
極
め
て

困
難
な
問
題
が
多
く
、
避
難
支
援
は

今
後
の
課
題
で
す
。
要
援
護
者
が
孤

立
し
た
り
、
逃
げ
遅
れ
な
い
よ
う
、

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

は
人
権
の
観
点
か
ら
も
大
変
意
義
が

あ
る
こ
と
で
す
。
自
主
防
災
組
織
は
、

要
援
護
者
の
把
握
、
避
難
経
路
・
避

難
場
所
の
確
認
、
救
済
手
順
な
ど
を

確
認
し
、
各
地
域
で
繰
り
返
し
訓
練

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

震
災
を
通
じ
て
、
人
間
が
人
間
ら

し
く
生
き
て
い
く
た
め
、
誰
か
ら
も

侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
基
本
的
な

権
利
で
あ
る
「
人
権
」
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。「
も

し
自
分
が
相
手
の
立
場
だ
っ
た
ら
、

ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
」
と

常
に
相
手
の
痛
み
や
苦
し
み
を
推
し

量
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
優
し
い
方

の
言
葉
は
何
よ
り
も
人
の
気
持
ち
を

動
か
し
ま
す
。
思
い
や
り
の
気
持
ち

を
常
に
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

震災と人権を考える

平成 23 年度 第 2 期三好市集中改革プランの進捗状況について
本市では、平成 22 年 9 月に「第 2 期集中改革プラン」を策定し、行財政改革を計画的に実施しています。48
の改革推進項目からなる集中改革プランの進み具合を年度ごとに把握し公表することとしており、この度、平成 23
年度の進捗状況の概要を取りまとめましたので公表します。（金額は実績見込です。詳しくはホームページに掲載
しています。また、確定数値は決算後に各項目別の取組状況の詳細と共にホームページで公表予定です）

1. 進捗状況
進捗状況 改革項目数 主な取組内容

計画以上 7 項目 ごみ収集業務の民間委託等の推進、定員管理の適正化、時間外勤務命令の抑制、市税徴収率の向
上、市税の滞納整理、住宅家賃の収納率向上、補助金等の整理合理化

計画どおり 26 項目
指定管理者制度の活用、まちづくり条例の策定、市立病院の経営健全化、人事評価制度の導入、
特定地域生活排水処理事業の経営健全化、組織・機構の見直し、タウンミーティングの開催、職員
の資質の向上、行政評価制度の活用等

計画以下 15 項目
学校給食業務の民間委託等の推進、学校用務員の民間委託等の推進、第３セクターの改善、防災
組織・体制の強化、庁内分権の推進、臨時職員の適正配置、市有林の有効活用、行政刊行物等に
対する広告の実施等

以上の取り組みなどにより、財政効果の計画額を「5億 2百万円」としておりましたが、
市民のみなさまのご理解とご協力により、「5億 11百万円」の実績見込となりました。

お問い合わせ先  三好市行革推進室（☎ 72-7629）

2. 財政効果
 歳 入　実績見込【3 百万円】（計画額 4 百万円）

税等の徴収率向上
実績見込【6 百万】（計画額 5 百万）
▼税（市民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税）

滞納分について、臨戸訪問の強化、計画的な徴収体制、
県滞納整理機構の活用や管理職合同徴収等により、計
画以上の実績を見込んでいます。現年度分についても、
収納が確実な特別徴収の指定拡大、口座振替推進キャ
ンペーンや地区割訪問徴収等に取組み、計画以上の実
績を見込んでいます。

▼使用料（水道使用料、住宅使用料、保育料）
口座振替の推進、納付相談、個別訪問、納付誓約、利
用停止措置、クレジット収納推進等に取組みましたが、
住宅使用料以外は計画に届かない見込みとなっています。

その他
実績見込【△３百万】（計画額△１百万）
▼土地建物

処分可能な市有財産の土地建物の積極的な売却を行い、
4 件、858 千円の実績見込みとなっています。

▼市有林
市有林搬出間伐実施計画により、本年度も自主財源の確
保に取り組んでいます。

▼行政刊行物等に対する広告の実施
市報やホームページへの広告を掲載することにより、自主
財源の確保に取り組み、市報広告では述べ 51 件、ホー
ムページのバナー広告では述べ 11 件の実績見込となっ
ています。

歳 出　実績見込【508 百万円】（計画額 498 百万円）

人件費の抑制
実績見込【534 百万】（計画額 463 百万）
▼職員数（普通会計）

平成 23 年度は、平成 22 年 4 月 1 日職員数 503 名か
ら13 名減の計画に対して、退職者 25 名、新規採用 6 名、
公営企業へ 1 名減により、20 名の減となっており、平成
23年4月1日職員数483名で、計画以上となっています。

▼時間外勤務手当の抑制
時間外勤務の削減に向け、職員の適正配置に努めるほか、
ノー残業デー、月別、個人別時間外勤務実績を把握・
分析し、時間外勤務の削減に取り組み、計画以上の見
込みとなっています。

負担金補助金の見直し
実績見込【27 百万】（計画額 27 百万）
▼みよし広域連合に対する負担割合の見直し

消防職員の退職等による職員層の若返り及び各種手当の
見直しにより、人件費が抑制され、負担割が削減見込み
となっています。

▼団体補助金・負担金の見直し
公平性の観点から支援区分による支援を行い、行政評価
による見直しや審議委員会での検証を行っています。

管理経費の見直し
実績見込【△ 53 百万】（計画額 8 百万）
▼学校給食業務、ごみ収集業務、学校用務員業務の効率
化▼公用車台数の削減▼庁舎管理費の節約▼庁舎消耗品
等の節約
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中央図書館
［一般書］■襤褸の旗／出井康博 ■大往生したけりゃ
医療とかかわるな／中村仁一 ［児童書］■平清盛／国
松俊英 ■ドラえもんの地震はなぜ起こるどう身を守る
／国崎信江 ■アンティーク FUGA 番外編／あんびる
やすこ［絵本］ ■ 999 ひきのきょうだいのはるですよ
／木村研 ■みみかきめいじん／かがくいひろし

井川図書館
［一般書］■バッテリー 6 ／あさのあつこ ■くちびるに
歌を／中田永一 ■母さんの「あおいくま」／コロッケ 
［児童書］■伊能忠敬／キヤマミチアキ ■楽しく遊ぶ学
ぶ げんきの図鑑／中村裕 ■アンパンマンをさがせ ! ／
やなせたかし 

新着図書の紹介

Books

［一般書］井川図書館

ナミヤ雑貨店の奇蹟
著者：東野圭吾 
悩み相談お任せください _ _。あら
ゆる悩みの相談に乗る、不思議な雑
貨店。しかしその正体は…。物語が
完結するとき、人知を超えた真実が
明らかになる。すべての人に捧げる、
心ふるわす物語。

■ 6 月の行事予定
・おはなし会［中央図書館］

　　日時：毎週土曜日　11 時〜 11 時 30 分

・おはなしひろば［井川図書館］

　　日時：毎週土曜日　10 時 30 分〜 11 時

■ 6 月の休館日
中央図書館：毎週水曜日、25 日（特別館内整理日）

井川図書館：毎週火曜日、27 〜 30 日（特別整理期間）

※利用者の皆さまにはご迷惑をおかけいたしますが、

ご理解とご協力をお願いいたします。

■ 巡回配本日程（6 月）
   4 日   三野 - 芝生小（低学年）- 王地小

   5 日   池田 - 萩田商店前　三野 - 芝生小（高学年）

　 7 日　池田 - 川崎小 - 旧大利郵便局前　山城 - 山城小

   8 日   池田 - 三縄駅前 - 三縄幼 - 三縄小

　11 日   池田 - 箸蔵幼 - 箸蔵小

　12 日   山城 - 政友小 - 大野小　   　    

　14 日   東祖谷 - 落合保育所 - 祖谷歴史館 - 東祖谷小 

　15 日  西祖谷 - 檪生小　 山城 - 下名小 - 山城荘前　

　18 日   井川 - 井内小 - 西井川小

　19 日　池田 - 馬路小 - 白地小

・市内の方ならどなたでもご利用いただけます。

・都合により巡回日・時間などが変更になる場合がご

ざいます。ご利用になられる方は、三好市中央図書館

までお問合せください。

中央 ☎72-2781　　井川 ☎78-4311

［絵本］中央図書館
ふたごのもうふ
著者：ヘウォン ユン
あたしたち、そっくりなふたご。なん
でも、わけっこしてきた。でも、大
きくなってもうおんなじもうふで寝
られない。とうとう取り合いになっ
ちゃった…。１枚のもうふをめぐる、
ふたごの姉妹のほほえましい物語。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館にお
問い合わせください。

Sports

お問い合わせ先
　いけだスポーツクラブ
　（電話 72-5755）

☆場所はすべて池田総合体育館。
ただし、社交ダンスは保健セン
ターで、グランドゴルフは吉野川
運動公園でオープンスクールとし
て開放しています。ご興味のあ
る方はお問い合わせください。
☆都合で曜日や時間が変更にな
る場合がございます。

いけだスポーツクラブ 6 月教室開設日

教 室 名 開 設 日
グランドゴルフサークル 毎週 月・水・金
キッズ＆ジュニアスポーツプログラム

Jrバレーボール＆
ヒーロー養成 バレー

（月）4・11・18・25
（木）7・14・21・28

ヒーロー養成 野球 9 月から開講
キッズサッカー＆フットサル 2・9・16・23
Ｊｒ．ハンドボール 5・9・12・19・26
カワイげんきアップ体操 2・9・23

３Cチャレンジフィットネス
お問い合わせください

史跡巡りウオーキング

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 4・11・18・25
ヨーガ木曜コース 7・21
肩こり予防＆リフレッシュ体操 1・15
フィットネスプログラム
ビギナーズ /トータル 11・25

社交ダンス 23
障害者フライングディスク 14
レッツ体力づくり 13・27
ピラティス教室 12・26　NEW!
さわやかママさん体操教室 14・28　NEW!

6月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！

①氏名（ふりがな） ②性別 ③年齢（誕生月での年齢） ④生年月日 ⑤保護
者氏名 ⑥住所 ⑦電話番号 ⑧簡単なコメント（30 字程度。文字数が多い
場合は一部修正することがあります）⑨情報提供の可否を書いた用紙と写真

（写真の裏に氏名を）を三好市秘書広報課までお送りください。6 月号の締
切は 5 月 20 日です。
★ あかちゃん紹介（HAPPY BIRTHDAY）がケーブルテレビで放送されてい
ます。ケーブルテレビへの情報提供にご協力をお願いします。
★ 写真はトリミングします。また写真は返却できませんので、ご了承ください。
★ デジカメ等の場合は、データを秘書広報課まで直接お持ちになるか、Ｅメー
ル（koho@city.tokushima-miyoshi.lg.jp）でお送りください。

国安 蓮
れ ん と

翔 ちゃん
歩くのが上手になりま
した。これからも元気
ですくすく育ってネ♪

三野 1才

鈴木 凜
りん

 ちゃん 
これからも笑顔いっぱ
いで元気に明るく育っ
てね。りん大好き♡

池田 2才

棚内 菜
な な

生 ちゃん 
憧れの3歳です☆プリ
キュア大好き!歌って踊
るよ♪

池田 3才

藤井 咲
さ き

妃 ちゃん
お誕生日おめでとう。
これからも姉ちゃんと
仲良く大きくなってね。

井川 1才

華岡 昌
まさたか

嵩 ちゃん 
元気に育ってフォーゼ
みたいにかっこよくな
るぞ !!

池田 3才

棚内 結
ゆ い

生 ちゃん
元気にすくすく大きく
なったよ!リズム遊び大
好き♪

池田 1才

島尾 和
か ず ま

真 ちゃん
和くん、1才おめでと
う。笑顔いっぱい元気
に大きくなってね。

井川 1才

5 月

5 月 30 日（水）はチャレンジデー　三好市 VS 男鹿市（秋田県）
みんなで目指そう! 金メダル　※運動したら報告してください。

叙勲受章
長年にわたり地方自治発展に貢献した功績をたたえ
る叙勲が、市から推薦した次の方に贈られました。

元三野町議会議員として 4 期 16 年にわた
り在職し、副議長などの要職を歴任。誠
実で積極的な議員活動は、教育・福祉・
産業をはじめ、町政全般の発展に大いに
貢献されました。

旭日単光章 故 谷藤 健二 氏
（三野町芝生）

三好市人権教育推進講演会

橋はかかる
〜 差別のない社会を目指して 〜

栗原 美和子
テレビドラマプロデューサー
作家
福岡県生まれ。1987 年フ
ジテレビ入社後、辣腕プロ
デューサーとして数々のヒッ
トドラマを生み出す傍ら、脚
本・小説・エッセイなど、執
筆活動も精力的に行ってい
る。2007 年、猿まわし芸人
の村崎太郎氏と電撃結婚し、
世間を驚かせた。村崎氏と

自身の経験をもとに被差別部落問題を真正面から描いた私小
説「太郎が恋をする頃までには…」を 2008 年 10 月に発表。
2010 年 6 月には村崎氏との夫婦共著で、「橋はかかる」を発
表し、部落問題に関して新しい視点で言及している。

日時：6 月 5 日（火）
開場 13 時　開演 13 時 30 分
場所：池田総合体育館 サブアリーナ

お問い合わせ先：三好市人権教育推進協議会
（三好市教育委員会生涯学習課内 ☎ 72-3900）

入場無料

マナーを守り
美しいまちに
愛犬のフンは

必ず持ち帰って
始末しましょう。

6 月は環境月間
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まちかどフォトニュース
おもしろいこと、珍しいもの、どんなことでもいいので耳よりな情報をお知らせください。

　三好市 秘書広報課  ☎ 72-7646

2年ぶりに塩塚高原で野焼き
　山城町の塩塚高原（標高 1043 メートル）
で春を告げる野焼きが４月８日に行われまし
た。天候の関係で１日順延となりましたが、
山頂で安全祈願の神事が行われたのち、午後
６時に着火。地元のホタル会とイチョウ会の
メンバーや市の職員らが約２時間かけて、20
へクタールを焼きつくしました。オレンジの
炎が描く絵模様は気象条件や草原の状況によ
り毎年違う顔を見せますが、いつもどおり迫
力満点でした。新緑深まるこれからの季節、
塩塚高原にちょっと出かけてみませんか。

春の訪れ感じる山菜祭り

　地元の山菜をふんだんに使った、キ
リサコ山菜祭りが 4 月 15 日、大川持
農林業体験施設で開催され、訪れた家
族連れらは揚げたてのタラの芽やウド
の天ぷら、セリがたっぷり入った熱々
のそばきりなど旬の味を満喫しまし
た。また恒例のじゃんけん大会では、
勝ち残った参加者に採れ立てのぜんま
いや竹の子がプレゼントされました。
大川持農林業体験施設では、気軽にそ
ばや豆腐、ピザ作りなども体験できま
す。（予約制）田舎の家庭の味を楽し
みに、一度訪れてみては。

癒しの祖谷街道を堪能

　4 月 15 日、「第 8 回癒しの健康 ECO
ウォーク」（大歩危・祖谷いってみる
会主催）があり、県内外の親子連れな
ど約 160 人が参加しました。晴天に恵
まれたこの日、眼下を流れる祖谷川の
景色や新緑を楽しみながら参加者それ
ぞれのペースで、ミシュラン 2 つ星の
祖谷渓谷を堪能しました。また、コー
ス半ばには地元の野菜や芋がたっぷり
入った田舎汁のお接待があり、渓谷の
自然を楽しみながら舌鼓を打っていま
した。最後は祖谷温泉郷の温泉施設で、
ウォーキングの疲れを癒しました。

満開の桜の下で花まつり

　第 21 回花まつりが、井川町旭町
の子安農村公園周辺において 4 月
8 日に開催されました。このまつり
は、公園周辺の清掃活動や桜の植樹
を行っている地元の石光山桜会が毎
年開催しているものです。会場では
甘茶やそば米雑炊の振る舞いのほか、
句会、お茶席や趣味の作品展示など
も行われました。今年はすこし遅く
咲き始めた桜も、この日は満開とな
り、花壇の色とりどりの花や桜を見
ながら、参加者はそれぞれに楽しい
春のひと時を過ごしました。

恒例の箸蔵寺春の大祭

 　4 月 12 日、箸蔵寺で春の大祭が行われました。境内の桜は
ちょうど満開の時期を迎えており、護摩殿前を出発した 13 人
の僧侶は、花びらが舞う中、ほら貝などの音色に合わせ、本殿
に向けて厳かに練り歩きました。
　本殿では大般若転読法要が行われ、僧侶が読経をはじめると
多くの参拝客が無病息災や家内安全などを祈願しました。この
後、本殿横の広場では日用品などが当たる福もち投げも行われ、
大変賑わいました。

細田選手のオリンピック出場を祝い懸垂幕
　三好市池田町出身でトライアスロンの細田雄一選手のロンド
ン五輪出場を祝って 4 月 26 日、三好市役所に激励の懸垂幕が
掲げられました。細田選手は 4 月 7 日に千葉県で開かれたアジ
ア選手権で優勝し、初の五輪代表に決まり、現在は世界シリー
ズなど各大会を転戦しながら、8 月 7 日の五輪大会に向け挑戦
を続けています。トライアスロンは水泳、自転車、ランニング
の 3 種目を連続して行うスポーツ。過酷を極めるこの競技で日
本をリードする細田選手に皆様方の熱いご声援をお願いします。

華やかな文化の祭典

　第 6 回三好市文化まつりが、4 月 21 日と 22 日、
市中央公民館で開催されました。今年度から、より
迫力ある文化まつりとなるよう、会場を中央公民館
に統一し 2 日間連続して開催されました。初日は
芸能･演武大会として舞踊、民俗芸能や太極拳など、
2 日目は洋楽･邦楽大会としてコーラスや大正琴、
詩吟など、文化協会に加盟する市内各地区の団体や
個人の方が日ごろの練習の成果を披露しました。ま
た同会場や中央図書館などでは作品展示なども行
われ、とても華やかな文化の祭典となりました。

厳かに百手祭
　山城町下名の熊野神社で、4 月 7 日に百手祭が行
われました。市の無形民俗文化財に指定されている
下名地区の百手行事は約 350 年の歴史をもつ伝統
文化で、下名百手保存会の会員らによって引き継が
れています。降り積もった雪の中で行われるのは約
20 年ぶりで、この日は略式ながら、はかま姿の射児
士と呼ばれる射手が太鼓の音に合わせ的に向かって
1008 本の矢を放ち、厄払いや五穀豊穣、家内安全
などを祈願しました。8 日には、同地区の両皇神社
でも百手祭が行われました。
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進めるため次の行動宣言に従い活動
を強化します。

【行動宣言】
①安心な地域社会づくりへの貢献を
行います ②孤立・孤独をなくす運
動の提案、行動を行います  ③児童
虐待などから子どもを守る取組み
を強化します  ④生活困窮家庭と接
し、地域社会とのつなぎ役を務めま
す  ⑤災害時に要援護者等の安否確
認など援護を行います
※あなたの地域の民生委員・児童委
員が分からない時は、お気軽にお問
い合わせください。
お問い合わせ先▼三好市福祉事務所 
地域福祉課（☎ 72-7637）

６月１日〜７日までは
HIV 検査普及週間です

　エイズは、HIV というウイルス
に感染することによって起こる病気
で、主な感染ルートは性的接触によ
るものです。感染を早く知ることは、
自分自身のためにも、自分の大切な
人を守るためにも大事なことです。
　保健所では無料、匿名でエイズの
検査をしています。検査結果は、採
血をして 30 分後にわかります。

【エイズ夜間検査】
HIV 検査普及週間にあわせて三好
保健所で夜間検査を実施します。
日時▼６月７日（木）15 時〜 19 時

【定例エイズ検査・相談日】
場所▼三好保健所
日時▼毎月第 1・3 木曜日、10 時
〜 11 時（電話による相談は月〜金
曜日、8 時 30 分〜 17 時）
ご相談・お問い合わせ先▼三好保健
所（☎ 72-1123）

とは異なる）であることと、初診日
の属する月の前々月までの保険料納
付・免除期間が一定以上であること
と、初診日において 65 歳未満であ
ることが必要です。
遺族基礎年金▼
国民年金に加入している方または加
入していた方が死亡したときに、そ
の方に生計を維持されていた「子の
ある妻」または「子」に支給されます。

「子」とは、18 歳到達年度の末日ま
でで、18 歳になった後の最初の 3
月分までです。受給条件には、請求
できる遺族（子のある妻、または子）
であることと、死亡日の属する月の
前々月までの保険料納付・免除期間
が一定期間以上であることと、死亡
日において 65 歳未満であることが
必要です。
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-64-3128）、三好市市
民課国民年金担当（☎ 72-7611）

5 月 12 日は
民生委員・児童委員の日

　民生委員・児童委員は、あなたの
地域の良き相談相手です。
　5 月 12 日から一週間にわたり「広
げよう 地域に根ざした 思いやり」
をスローガンに地域住民、関係機関
とともに安全で安心なまちづくりを

献血にご協力お願いします
【5 月 30 日（水）】
場所・時間▼
① 国土交通省四国地方整備局吉野
川ダム統合管理事務所駐車場
10 時～ 11 時
② 四国電力（株）池田支店駐車場
12 時 30 分～ 16 時

【6 月 18 日（月）】
場所・時間▼
① フレスポ阿波池田駐車場
10 時～ 16 時（休憩 12 時 30 分〜
13 時 30 分）

みよし広域連合
法律相談

相談日▼第1・3金曜日（祝祭日除く）
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

三好市社協 法律相談
日時▼ 6 月 1 日　13 時～ 16 時
弁護士▼大西聡氏
場所・予約お申し込み先▼本所・池
田支所（☎ 72-5715）
※秘密厳守・料金無料。予約制。

三好市社協 一般相談
相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
 毎週火曜日  井川老人福祉センター
 毎週水曜日  社協本所・池田支所 
 6 月 12 日　東祖谷 祖谷の歴史館
 6 月 20 日　山城総合支所
 6 月 21 日　社協三野支所　
 6 月 21 日   社協西祖谷支所  
※三野は予約が必要です。
時間▼
13 時～ 16 時

（井川 10 時〜 12 時）
（山城・西祖谷 13 時〜 15 時）
一般相談は各支所で常時受付けてい
ますので、お気軽にご相談ください。
お電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

人権相談
相談日・相談場所▼
 6 月 1 日　老人福祉センター（西祖谷）
 6 月 1 日   三好市役所
 6 月 1 日   井川総合支所
 6 月 4 日   東祖谷 祖谷の歴史館
 6 月 13 日　老人福祉センター（西祖谷）
 6 月 14 日   三好市役所
 6 月 19 日   三野公民館
 6 月 20 日　山城総合支所
時間▼ 13 時〜 15 時
お問い合わせ先▼三好市市民課人権
室（☎ 72-7622）

消費者トラブル相談窓口
安心安全な消費生活を送るために
困ったこと、不審なことがあれば、
ご相談ください。相談料無料、秘密
厳守。
相談内容▼訪問販売や電話勧誘販売
での契約トラブル・多重債務（借金
で悩んでいる）など。　
日時▼月～金曜　9 時～ 17 時
お問い合わせ先▼三好市商工政策課

（☎ 72-7645）

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
出張労働相談▼第 3 木曜日
ニート支援出張相談▼第 4 金曜日
いずれも予約が必要です。
一般相談▼火～土曜日（10時～17時）
ご予約・お問い合わせ先▼
徳島西部ライフサポートセンター

（☎ 72-8611）

三好市行政相談
相談は無料で、秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
相談日・相談場所▼
 6 月 1 日   井川総合支所
 6 月 6 日　東祖谷 祖谷の歴史館
 6 月 14 日　三好市役所
 6 月 14 日   西祖谷総合支所
 6 月 19 日　三野公民館
 6 月 20 日　山城総合支所　
時間▼ 13 時～ 15 時
 （西祖谷のみ 10 時～ 12 時）
お問い合わせ先▼三好市総務課（☎
72-7600）、各総合支所

相 談

特定計量器定期検査が
実施されます

　取引や証明に使用する「はかり」
は計量法に基づく「定期検査」を受
けることが義務付けられています。
定期検査を受けて正しい計量器を使
いましょう。なお、「定期検査」を
受けるには、手数料が必要です。

【場所・日時】
西祖谷総合支所▼
　6 月 11 日（月）11 時～ 12 時
東祖谷総合支所▼
　6 月 11 日（月）13 時～ 17 時
山城総合支所▼
　6 月 12 日（火）9 時～ 12 時　
井川老人福祉センター▼
　6 月 12 日（火）14 時～ 17 時
三野総合支所▼
　6 月 13 日（水） 9 時～ 14 時
三好市分庁舎▼　
　6 月 18 日（月）11 時～ 17 時
　7 月 25 日（水）11 時～ 14 時
お問い合わせ先▼三好市商工政策課

（☎72-7645）、徳島県計量検定所（☎
088-669-6369）

そ の 他

国民年金の給付は
3 種類の基礎年金

老齢基礎年金▼
原則として 65 歳から受給となりま
す。希望により 60 歳から減額され
た年金の繰上げ支給や、66 歳から
70 歳までの希望する年齢から増額さ
れた年金の繰下げ支給を請求できま
す。受給条件には、国民年金保険料
を納めた期間と免除期間および厚生
年金・共済組合の加入期間を合計し
て 25 年間以上あることが必要です。
障害基礎年金▼
国民年金加入中に初診日のある病気
やけがで、初診日から 1 年 6 か月
経過したとき、またはその期間内に
症状が固定したとき、あるいは 20
歳になる前に初診日のある病気やけ
がで障害者になったときに請求でき
ます。受給条件には、障害の等級が
国民年金法による 1 級、2 級の障害
の状態（身体障害者手帳の障害等級

年 金

保健・福祉

2012.5　2425　市報 みよし



平成 24 年度
三好市奨学生募集（2 次）

　三好市奨学金制度は、経済的理由
により修学が困難な方に対して奨学
金を貸与することにより、修学の機
会を確保し、もって人材を育成する
ことを目的としています。次のとお
り募集を行います。
貸与条件▼
① 三好市内に住所を有する父また
は母の子であること。ただし、父お
よび母が共にいない方については、
本人が三好市内に住所を有すること
② 高等学校、高等専門学校、大学、
短期大学または専門学校に在学す
る方
③ 経済的理由により修学が困難と
認められる方
奨学金貸与の流れ▼経済的理由から
奨学金の貸与を希望される方は、申
請手続きをする必要があります。申
請者は奨学生選考委員会により審査
し、採用候補者を決定します。
奨学金の貸与額（月額）▼高等学校
12,000円、高等専門学校21,000円、
大学・短期大学・専門学校 44,000 円
貸与開始▼ 7 月 1 日（5 月、7 月、
10 月、1 月の各月末に 3 か月分を
合算して指定された奨学生本人名義
の口座に振り込みます）
貸与期間▼在学する学校の正規の最
短修業年限が修了するまでの期間。
奨学金の返還▼貸与終了後 1 年を
据え置きその後 10 年以内に返還し
ます。
申請方法▼指定の申請書類を提出し
ていただきます。募集要項と申請書

類一式は、三好市学校教育課までお
問い合わせいただければ送付いたし
ます。また、三好市教育委員会ホー
ムページ（http://www.miyoshi.ed.
jp/）よりダウンロードすることも
できます。
募集締切日▼ 6 月 11 日
お問い合わせ先▼三好市教育委員会
学校教育課奨学金係（☎ 72-3555）

山城地区
水道メーター検針員募集

業務内容▼山城町内所定区域内の簡
易水道使用量メーターの検針に関す
ること
検針地区▼ 4 地区約 290 件（冬季
道路の積雪、凍結あり）
募集人員▼ 1 人
委託料▼検針メーター 1 件当たり
100 円
委託期間▼平成 24 年 7 月 1 日から
平成 25 年 3 月 31 日（延長更新あり）
資格要件▼三好市内に住所を有す
る個人（原則として年齢 20 歳以上
60 歳以下で運転免許所持者）
申込方法▼ 5 月 16 日から 31 日ま
でに、市販の履歴書に記載のうえ、
三好市山城総合支所へ提出してくだ
さい。
選考方法▼ 9 か月間継続して業務
が続けられる方、業務により知り得
た個人情報など守秘義務を遵守でき
る方とします。なお、複数の申請が
あった場合は、書類審査などにより
決定します。決定通知書は、６月上
旬に送付します。
※詳しくはお問い合わせください。
お問い合わせ先▼三好市山城総合支
所（☎ 86-1111）

　 小学生から高校生のための
夏休み海外派遣 参加者募集

　文部科学省所管の財団法人国際青
少年研修協会では、海外派遣参加者
を募集しています。体験をとおして、
お互いの理解や交流を深め、国際性
を養うことを目的に実施します。
内容▼ホームステイ、ボランティア、
文化交流、学校体験、英語研修、地
域見学、野外活動など
日程▼ 7 月 26 日～ 8 月 14 日の 8 ～
18 日間（事業により異なる）
説明会▼全国 14 都市、5 月下旬（入
場無料、予約不要）
申込締切▼ 6 月 1 日および 11 日（事
業により異なる）
お問い合わせ先▼財団法人国際青少
年研修協会（☎ 03-6459-4661）
http://www.kskk.or.jp

戦没者遺児による
慰霊友好親善事業

　（財）日本遺族会は、「戦没者遺児
による慰霊友好親善事業」の参加者
を募集しています。同事業は、先の
大戦で父を亡くした戦没者の遺児を
対象として、父の戦没した旧戦域を
訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同
地域の住民と友好親善を行うことを
目的としています。同事業は、厚生
労働省から委託ならびに補助を受け
実施しており、一律 9 万円（沖縄
は 5 万円）で参加できます。
　実施地域や申し込み締切、日程な
どの詳細については下記までお問い
合わせください。
お問い合わせ先▼（財）徳島県遺族
会（☎ 088-636-3212）　

服装▼運動が出来る服装。靴はテニ
スシューズまたはコートを傷めない
運動靴。ラケットは貸し出し可。
場所▼三野町テニスコ－ト
講師▼三野町テニス協会所属 萱野
鉄雄氏（徳島県体育協会・公認スポ
－ツＢ級指導員）			
申込締切▼ 5 月 31 日
※保険加入手続き等は行っておりま
せん。各自で対応してください。
お申し込み・お問い合わせ先▼三野
町テニス協会（萱野☎ 77-2027）

徳島県立西部テクノスクール
職業訓練生募集

　緊急離職者職業訓練事業として、
次のとおり委託訓練を実施します。
募集定員▼（IT 技能科 1）14 名、（IT
技能科 1：母子事業）1 名
応募資格▼離職・転職される方で、
公共職業安定所長から受講指示また
は受講推薦を受けた方。
訓練期間▼ 7 月 11 日～ 10 月 10 日、
土・日・祝を除く 3 か月間（母子事
業は 7 月 4 日〜 10 日に準備講習期
間があります）
実施場所▼㈲徳島ネットコム阿波校

（阿波市阿波町大道北）
訓練内容▼ワード・エクセルなどに
ついて実践的な技能習得を目的とし
た訓練　
受講料▼無料（教材費約 7,000 円
は自己負担）
申込期間▼ 6 月 6 日まで
応募手続きなど詳しくはお近くのハ
ローワークまたは下記までお問い合
わせください。
お問い合わせ先▼西部テクノスクー
ル（☎ 0883-62-3067）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

伸ばせ ! 企業競争力
改善エキスパート養成講座

　仕事をする上で身に付けておきた
い管理改善スキルを習得していただ
きます。
　経営者の方、勤労者の方、求職者
の方など、広く受講生を募集いたし
ますので、ぜひこの機会にご参加く
ださい。
日時▼６月５日～７月６日　原則と
して週 2 回（火・金）　合計 10 回
18 時 30 分～ 20 時 30 分
場所▼阿波池田商工会議所 研修室
講師▼クオリティプログレス代表　
谷本清 氏（TWI トレーナー）
募集人員▼ 30 名（どなたでも受講
できます）
受講料▼ 3,000 円
内容▼経営品質を高めるための管理
改善スキルやQC 手法などを学びます。
受講申込▼ 5 月 31 日までに下記へ
お申し込みください。
お申し込み・お問い合わせ先▼阿波
池田小集団活動研究会事務局（阿波
池田商工会議所内☎ 72-0143）

三好市民テニス教室
受講生募集

　初心者を対象にしたテニスの体
験・導入編です。三好市民の健康増
進および交流促進を図り、明るい活
力ある街づくりに寄与することを目
的としています。
開催期間▼６月～７月　６日間
毎週土曜日 19 時～ 20 時 30 分
対象▼三好市民・市内在勤者
定員▼ 12 名（定員になり次第締切）
料金▼ 2,000 円

お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　火・木曜は救急担当医が対応し、入院を必要とす
　る場合は小児科医を呼び出します。水曜は救急担
　当医のみで対応します。

毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

6月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

0120-3444-69
フリーダイヤル み　よ　し　市　　無　休

徳島こども救急電話相談
受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか、
看護師や小児科医が電話でアドバイスをします。

みよし市健康相談
医師等が24時間・年中無休で健康・医療等のご相談に
応じ、無料でアドバイスをします。

つながらない場合は ☎088-621-2365

健康・医療に関するご相談は

＃8000プッシュ回線の固定電話や
携帯電話からは局番無しの  

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

（18時～23時）

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677
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（土）
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（金）
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三野田中病院 三野 ☎77-2300

北條病院 池田 ☎72-0007

宮佐医院 池田 ☎72-0149

北條病院 池田 ☎72-0007

川原医院 三加茂 ☎82-2009

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

岸野医院 三野 ☎77-2001
三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

上田医院 三好 ☎79-2004

田岡医院 池田 ☎72-5551

三木病院 三野 ☎77-3900
山城診療所 山城 ☎86-3230

山下医院 三好 ☎79-2005

三野田中病院 三野 ☎77-2300

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677
郷外科内科 池田 ☎74-5779　

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

三木病院 三野 ☎77-3900

川原医院 三加茂 ☎82-2009

北條病院 池田 ☎72-0007

村山内科 池田 ☎72-2110

病気の予防と早期発見を。
　　各種検査・検診受付中です!

婦人科検診・ワクチン接種できます。
 診察日：月曜日午前・水曜日1日・金曜日午前
 子宮頸がんは、予防できる時代です。
 ぜひ検診とワクチン接種を受けましょう!!
MRI 検査・CT検査・胃カメラ（鼻から）できます
乳がん検診・人間ドック・企業健診一般健診
禁煙外来・血液サラサラ検査・各種検査
　　　　　　　　　病気を予防、早期発見を!!

TEL 0883-82-3700（代）
http://www.mikamotanakahp.ecnet.jp/

日本医療機能評価機構認定病院

募 集

納め忘れはありませんか
　5 月 31 日は、固定資産税 1 期と
軽自動車税全期の納期限です。みな
さんの暮らしを支える大切な税金で
す。納期内の納付をお願いします。
お問い合わせ先▼三好市税務課（☎
72-7614・7615）

「市報みよし」は毎月、15,000 部が市内
全域に配布されています。ぜひ、会社
やお店の宣伝にご活用ください。
詳しくは三好市秘書広報課（☎ 72-764
6）までお問い合わせになるか、三好市
ホームページをご覧ください。

広告を掲載しませんか？
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三好市戦没者追悼式
　戦没者を追悼し、恒久平和への誓
いを新たにするため、次のとおり戦
没者追悼式を行います。
三野地区▼
　5 月 15 日（火）10 時
　三野公民館 2 階ホール
西祖谷地区▼
　5 月 16 日（水）11 時
　西祖谷総合支所
池田地区▼
　5 月 22 日（火）10 時
　池田総合体育館
井川地区▼
　5 月 23 日（水）10 時
　井川ふるさと交流センター
東祖谷地区▼
　5 月 31 日（木）11 時
　祖谷歴史館伝習ホール
山城地区の追悼式は 10 月頃の予定
です。また、御遺族でお亡くなりに
なった方や住所変更などがある方は、
三好市地域福祉課または各総合支所
までご連絡をお願いいたします。
お問い合わせ先▼三好市地域福祉課

（☎ 72-7637）

　　
市民意識調査にご協力ください
　市民意識調査を、本年度も 5 月11
日から 25 日まで実施します。
　この調査は、市民の皆様が日ごろ
の生活の中で感じられていることや、
市政に対してのご意見、ご要望を伺
い、今後の行政運営に活用するため
実施しているものです。実施にあたっ
ては、市に住民登録されている 20
歳以上の中から1200 人を無作為に
選ばせていただいております。対象
となられた市民の皆様におかれまし
ては、ご多忙のところお手数ですが、
調査の趣旨をご理解いただき、ご協
力くださるようお願いいたします。
お問い合わせ先▼三好市行革推進室

（☎ 72-7629）

自動車税は納期内に
　今年度の自動車税の納期限は 5
月 31 日です。納期内に納めてくだ
さい。領収証書に添付されている納
税証明書は、車検（継続検査または
構造等変更検査）の際に必要ですか
ら、大切に保管してください。
お問い合わせ先▼東部県税局自動車
税庁舎（☎ 088-641-2323）

地区（地域）体育大会の
開催補助金について

【健康づくりは「運動１番」! 】
　市民の皆さんが運動に親しみ、地
域のコミュニケーションの場、また、
運動による健康づくりのきっかけと
成りえる「運動会」などを、地区住
民福祉協議会や公民館および分館が
主催して行なうことに対して、補助
金を交付いたします。
　ぜひ、ご活用ください。
お問い合わせ先▼三好市教育委員会
スポーツ健康課（☎ 72-3917）

第 33 回博愛まつり
　皆さまお誘い合わせのうえ、多数
のご来場をお待ちしています。
日時▼ 5 月 27 日（日）9 時 45 分
場所▼箸蔵近隣公園周辺
内容▼大野原太鼓、たべもの横丁、
阿波踊り、福投げ など
お問い合わせ先▼博愛まつり実行委
員会（箸蔵山荘☎ 72-1487）

高校再編計画【骨子（案）】
説明会を開催します

　三好市・東みよし町地域の高校再
編骨子（案）を説明し、地域の方の
ご意見などをお聞きする会です。
日時▼ 5 月 23 日（水） 19 時（受付
18 時 30 分）
場所▼池田総合体育館サブアリーナ
申込方法▼徳島県教育戦略課のホー
ムページ、ファックスまたは E メー
ルで下記までお申し込みください。
お申し込み・お問い合わせ先▼徳島
県教育委員会教育戦略課（☎ 088-
621-3154、FAX088-621-2880、E
メール kyouikusenryakuka ＠ pref.
tokushima.lg.jp）
http://www.pref.tokushima.jp/
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 三好市の人口

　男  性   14,306 人
（ + 5 人） 

　女  性   16,118 人　
（ - 13 人）

　総  数   30,424 人
（ - 8 人）

　世帯数  13,601 戸
　　（ + 11 戸） 

平成 24 年 5 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比
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催 し

informationi情報ひろば 市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

四国インバウンドフォーラム
in にし阿波

　四国への訪日外国人客の来訪滞在
を促進するため、講演会やパネル
ディスカッションを開催し、観光素
材としての「四国の可能性」につい
て語っていただきます。
日時▼ 5 月 25 日（金）13 時
場所▼ザ・ディスティーノ 2F クレ
イトン（美馬市脇町・旧祥雲閣）
内容▼【第１部】基調講演「香港か
らの観光客が関心を持つ四国」講師：
袁 文英 氏（香港 EGL Tours 社長）
【第2部】パネルディスカッション
「外国人から見た四国のポテンシャ
ル」パネリスト：アレックス・カー
氏（特定非営利活動法人篪庵トラス
ト理事長）、金 成海 氏（徳島大学国
際センター教授）、デイビット・モー
トン氏（徳島文理大学客員講師）、
レムコ・ライコフ氏（美馬市国際交
流員）、コーディネーター：中村雅
子氏（ジェイアール四国アーキテク
ツ企画調査部部長）
参加費▼無料
お申し込み・お問い合わせ先▼徳島
県西部総合県民局企画振興部にし阿
波振興担当（☎ 76-0368）

暮 ら し

古着を使って 利・細工る教室
【エプロンドレスづくり】
参加費▼ 500 円
日時▼ 6 月 14 日（木）10 時
募集人数▼ 15 名程度
必ず前日までに電話でお申し込みく
ださい。好みのゆかた生地をご持参
ください。昼食をはさみますので、
お弁当をご持参ください。
お申し込み・お問い合わせ先▼リサ
イクルプラザ（☎ 74-1160）
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□ 編集後記

４月の人事異動で、秘書広報課に配属
されました。市の行政情報はもちろん、
市内の行事や各種団体の活動、地域
の生活情報等直近の前後２ヶ月間では
ありますが、市民の皆様に市内の状況
や行政の取組が分かるよう、また、平
易で理解しやすい表現に努め、これか
らも読みやすく親しまれる市報となるよ
う紙面の編集 ･ 校正を心がけて参りま
すので、よろしくお願いします。（森）

船井哲良さんの実業家人生を描いた桐
山秀樹さんの「船井哲良の終わらない
挑戦」。実家にあった本をちょいと拝借
して読み始めたのですが、気付かされ
ることがたくさんありました。5 月26 日
に開催される名誉市民称号贈呈式典。
記念講演が今から楽しみです。（近）

取材先で出会った満開の桜。取材途
中、桜の花を撮影してみましたが、こ
れがなかなか難しく、見たままのように
は写りません。広報は静止物よりも動
きのある人物撮影が多いのですが、一
緒に写る花や景色の魅力も伝わるよう
な写真が撮れればと思います。（長）

74
歩
目

 古宮神社
ー 三好市西祖谷山村南山 ー

　三好市西祖谷山村吾橋集落には、今か
ら 690 余年前の南北朝の時代、土佐に流
された後醍醐天皇の第一皇子尊良親王の
妃、加羅宇多姫（からうたひめ）の伝説
が残されています。
　親王を慕い、身重の体で土佐を目指し
た加羅宇多姫は、西祖谷山村に入られま
したが、長旅の疲れにより早産され、介
抱の甲斐なく男子は亡くなられました。
加羅宇多姫も産後の養生ままならず、親
王に会えぬまま土佐からの帰途、古宮嶽
で亡くなられたと語り伝えられています。
　その後、里人は姫のお墓のそばに社を
建て、御霊（みたま）を祭神として祀っ
たのが現在の古宮神社とされています。
　この由来から、古宮神社は子授け、安
産の神として尊崇され、市内外から多く
の参拝者が訪れています。
　昭和 63 年 8 月 2 日に「古宮神社」と
して西祖谷山村が文化財指定し、三好市
の指定文化財となっています。
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